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SHIRATAKA PUBLIC RELATIONS

体で学ぶ「田んぼの学校」



　県や町の相談を経て、県外から本町に移住した方（世帯主が
会社等の転勤による異動または進学による異動の場合を除く）
に対し、県と町と JA から山形県産の米、味噌及び醤油１年分
を支給します。申請方法など、詳しくはお問い合わせください。

白鷹町への移住者に１年分の
米・味噌・醤油を支援します

（60kg）（３kg） （３L）

移
住
・
定
住 

レ
ポ
ー
ト

　
人
口
減
少
を
防
ぎ
、
町
の
未
来
を
変
え
る
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
移
住
・
定
住
」
促
進
。
本
レ

ポ
ー
ト
第
１
弾
で
は
、
町
が
取
り
組
む
移
住
・
定
住
支

援
の
一
部
と
、
町
の
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
務
め
る

田
勢
秀
康
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

基本額

子育て世帯加算金
（中学生以下の子どもがいる世帯）

※出産予定を含む

１～２人 ３人目以降

10万円 10万円 １人増すごとに、
５万円ずつ加算

　白鷹町への移住・定住の促進を図るため、次の条件
すべてを満たす世帯に対し、交付金を支援します。
①申請時に夫婦のどちらか一方が 45 歳未満の夫婦ま
　たは、45 歳未満の者と子が中学生以下の者が１人
　以上（出産予定も含む）いる世帯
②平成 30 年４月１日から平成 31 年２月 28 日までの
　期間に町外から転入した方で、本交付金申請時に白
　鷹町の住所を有する方。ただし、町から転出後１年
　に満たない間に再転入した方は対象となりません。

Support2 白鷹町若者移住定住支援交付金
③世帯主が会社等の転勤による異動でない世帯
④世帯主が進学による異動でない世帯
⑤５年以上定住の意思のある世帯

　空き家バンクは、住まなくなった
家を売りたい貸したいという人と、
それを利用したいという人とをつな
ぐ制度で、空き家の有効活用、町へ
の定住促進を図ることを目的として
います。思い出のある家を将来に残
すため、空き家バンクへの登録をぜ
ひご検討ください。登録は無料です。
※原則として、登録できる物件は建
　物と土地の所有者が同一人物のも
　のに限られます。

契約
種類

基本額

子育て世帯加算金
（中学生以下の子どもがいる世帯）

※出産予定を含む

１～２人 ３人目以降

売買 50万円 10万円 １人増すごとに、
５万円ずつ加算

賃貸 ５万円 10万円 １人増すごとに、
５万円ずつ加算

［ 白鷹町空き家利活用支援交付金事業 ］

　空き家バンクに登録された物件の「売買」
及び「賃貸」の契約を行う時点で町外に住所
を有し、契約締結後に町内に住所を移した方
で、本交付金申請時には白鷹町の住所を有す
る方に交付金を支援します。

Support1 空き家バンク

さらに…

空き家バンク イメージ

空き家所有者

登
録
申
込

物
件
の
登
録

情
報
提
供

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み

空き家利用希望者

契 約

法定の手数料
が発生します（　　　　　）

さらに…

第１弾
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白
鷹
町
へ
移
住
し
た

き
っ
か
け
は
？

　

移
り
住
む
こ
と
を
考
え
た
と
き
に

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
の
は
、

「
こ
の
地
で
穏
や
か
な
日
々
を
続
け

ら
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

行
政
か
ら
の
経
済
的
支
援
も
大
事
で

す
が
、
そ
れ
は
短
期
的
な
も
の
で
あ

り
、
決
定
的
な
要
因
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
が
白
鷹
町
の
黒
鴨
に
来
て
、

１
２
０
年
の
古
民
家
物
件
で
持
ち
主

と
話
を
し
た
と
き
、
地
に
足
が
つ
い

た
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
小
学

校
２
年
生
の
と
き
、
３
学
期
だ
け
荒

砥
小
学
校
に
通
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
住
む
こ
と
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
頃
、 

東
京
の
生
活
は
楽
し

い
も
の
の
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
？
」
と
自
問
し
て
い
る
時
期
で
し

た
。昨
年
、白
鷹
町
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
し
地
元
の
人
た
ち
と
話
を

話
す
機
会
が
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
う
ち
に
町
の
人
間
に
な
り

始
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

具
体
的
な
活
動
内
容
は
？

　

ま
ず
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

「
白
鷹
通
信
」の
投
稿
。基
本
的
に
は
、

都
会
の
方
へ
向
け
て
書
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
記
事
を
見
た
白
鷹
の
人
が

町
の
姿
を
再
認
識
し
て
く
だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
移
住
の
相
談
。
移

住
希
望
者
の
話
を
お
聞
き
し
て
、
町

で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
移
住
を

考
え
て
い
る
人
は
、
必
ず
し
も
こ
の

町
に
合
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
方
に
は
、
も
ち
ろ
ん
無
理
に

ご
紹
介
は
し
ま
せ
ん
。
相
談
者
が
こ

れ
か
ら
幸
せ
に
生
活
し
て
い
く
た
め

の
提
案
を
す
る
こ
と
が
、
移
住
者
、

そ
し
て
町
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て

白
鷹
町
で
し
た
い
こ
と
は
？

　

１
週
間
や
１
カ
月
な
ど
の
期
間
、

比
較
的
安
価
で
宿
泊
で
き
、
宿
泊
者

自
身
に
自
炊
し
て
も
ら
う
形
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
１
日
や
２
日
で
は
、
町
の
雰

囲
気
を
感
じ
た
り
、
町
の
暮
ら
し
を

体
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
、
移

住
希
望
者
に
と
っ
て
白
鷹
町
で
の

「
日
常
生
活
」
を
体
験
で
き
る
場
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
に
は
す
ば
ら
し
い
文

化
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
豊
富
だ
と
は
想
像
も
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
小

中
学
生
を
始
め
多
く
の
町
の
方
々
に

「
白
鷹
町
は
文
化
の
あ
る
ま
ち
」
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
文
化
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る

姿
は
、
移
住
を
考
え
て
い
る
人
に

と
っ
て
も
魅
力
の
一
つ
に
映
る
は
ず

で
す
。

町
の
移
住
者
増
加
の
た
め

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
？

　

例
え
ば
、
新
卒
、
子
育
て
世
代
、

リ
タ
イ
ヤ
し
た
世
代
、
場
所
を
問
わ

ず
に
仕
事
が
で
き
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

な
ど
、
立
場
に
応
じ
た
施
策
を
し
て

い
く
こ
と
。
白
鷹
町
の
生
活
は
都
会

よ
り
も
生
活
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と

や
、
都
会
に
は
な
い
白
鷹
的
な
豊
か

な
生
活
の
良
さ
を
伝
え
、
移
住
者
に

合
っ
た
白
鷹
暮
ら
し
の
提
案
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

４月に東京から移住され、移住コンシェルジュに就任された田勢秀康さん。
白鷹町への思いと、移住コンシェルジュの仕事について聞きました。

空き家・移住相談会を実施します
東北Ｕ・Ｉターン大相談会
～東北の魅力再発見～

空き家のこと、移住のこと、直接ご相談ください。

●いつ　7月 15 日（日）午前 11時～午後５時
●どこで　東京交通会館 12 階ダイヤモンドホール
（東京都千代田区有楽町２丁目 10-1）
※会場で空き家バンクの相談及び登録ができます。
　詳しくは、お問い合わせください。

首都圏にお住まい
の方向け

移住者に合った白鷹暮らしを提案します。

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
　
田
勢
秀
康
さ
ん

Interview

【移住・定住に関する問い合わせ】商工観光課交流推進係　☎ 0238-85-6126

特集　「移住・定住」レポート（第１弾）

　
知
ら
な
い
土
地
で
暮
ら
す
こ

と
は
、
移
住
者
に
と
っ
て
大
き

な
不
安
と
な
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
「
白
鷹
町
に
は
こ
ん

な
も
の
が
あ
る
よ
。
こ
ん
な
制

度
が
あ
る
よ
。
白
鷹
町
に
来
て

み
な
い
？
」
と
い
う
声
掛
け
が

移
住
者
の
安
心
に
、
そ
し
て
移

住
へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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◆
金
条
章
　
　
　
第
三
分
団

◆
特
別
功
労
章

　
第
二
分
団
　
部
　
長
　
須
田
　
浩
司

　
第
三
分
団
　
副
分
団
長
　
竹
田
　
秀
一

　
第
三
分
団
　
部
　
長
　
小
関
　
　
聖

　
第
四
分
団
　
部
　
長
　
大
宮
　
孝
幸

◆
功
労
章
　

　
第
一
分
団
　
副
分
団
長
　
福
嶋
　
貴
士

　
第
二
分
団
　
部
　
長
　
小
口
　
孝
司

　
第
二
分
団
　
部
　
長
　
横
沢
　
正
輝

　
第
三
分
団
　
部
　
長
　
菅
原
　
保
文

　
第
三
分
団
　
部
　
長
　
奥
山
　
　
光

　
第
四
分
団
　
副
分
団
長
　
海
老
名
智
之

　
第
五
分
団
　
部
　
長
　
上
田
健
一
郎

◆
功
績
章
　

　
第
一
分
団
　
部
　
長
　
菅
　
　
　
悟

　
第
一
分
団
　
部
　
長
　
影
山
　
良
彦

　
第
二
分
団
　
副
部
長
　
加
藤
　
嘉
智

　
第
二
分
団
　
副
部
長
　
原
田
　
宏
一

　
第
三
分
団
　
部
　
長
　
墨
川
　
友
和

　
第
三
分
団
　
副
部
長
　
小
林
　
　
裕

　
第
四
分
団
　
副
部
長
　
吉
田
　
隆
二

　
第
五
分
団
　
部
　
長
　
矢
羽
木
達
志

　
第
五
分
団
　
副
部
長
　
大
木
　
大
輔

◆
精
練
章

　
第
一
分
団
　
副
部
長
　
原
田
　
昌
典

　
第
一
分
団
　
副
部
長
　
金
田
　
幸
浩

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
高
橋
　
重
和

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
山
口
　
直
人

　
第
三
分
団
　
副
部
長
　
五
十
嵐
康
洋

　
第
三
分
団
　
副
部
長
　
梅
津
　
智
也

　
第
三
分
団
　
副
部
長
　
大
木
　
嘉
弘

　
第
四
分
団
　
副
部
長
　
梅
津
　
　
悟
　

　
第
四
分
団
　
副
部
長
　
齋
藤
　
　
誠

　
第
五
分
団
　
副
部
長
　
小
形
勇
二
郎

　
第
五
分
団
　
副
部
長
　
菅
間
　
洋
一

◆
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

勤
続
20
年
以
上

　
元
第
一
分
団
　
分
団
長
　
片
倉
　
武
美

　
元
第
一
分
団
　
部
　
長
　
梅
津
　
　
浩

　
元
第
一
分
団
　
班
　
長
　
大
瀧
　
真
人
　

　
元
第
一
分
団
　
班
　
長
　
大
滝
　
　
武

　
元
第
二
分
団
　
部
　
長
　
横
澤
　
　
塁

　
元
第
二
分
団
　
班
　
長
　
髙
橋
　
真
弘

　
元
第
三
分
団
　
分
団
長
　
衣
袋
　
正
人

　
元
第
三
分
団
　
班
　
長
　
青
木
　
勝
利

　
元
第
四
分
団
　
分
団
長
　
加
藤
　
隆
広

　
元
第
四
分
団
　
班
　
長
　
大
滝
　
和
幸

　
元
第
五
分
団
　
部
　
長
　
青
木
　
正
浩

　
元
第
五
分
団
　
部
　
長
　
村
上
　
一
茂

◆
精
績
章
　
　

　
第
二
分
団
　
分
団
長
　
樋
口
　
知
一

　
第
三
分
団
　
分
団
長
　
佐
藤
　
貴
光

◆
勤
続
章

　
本
部
分
団
　
分
団
長
　
佐
藤
　
一
正

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
大
木
　
健
一

◆
優
良
章
　

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
片
山
　
充
治

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
小
林
　
隆
一

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
橋
本
　
真
仁

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
羽
田
　
英
樹

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
山
口
　
秀
輝

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
長
谷
部
伸
也

山
形
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
野
口
　
啓
三

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
菅
原
　
喜
郎

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
須
藤
　
陽
介

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
戸
借
　
喜
則

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
布
施
　
剛
志

　
第
五
分
団
　
班
　
長
　
衣
袋
　
隆
一

　
第
五
分
団
　
班
　
長
　
新
野
　
博
幸

　
第
五
分
団
　
班
　
長
　
岡
田
　
隆
希

◆
永
年
勤
続
章

35
年

　

第
二
分
団
　
団
　
員
　
菅
野
　
健
一

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
伊
藤
　
俊
和

◆
永
年
勤
続
章

30
年

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
保
弘

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
横
沢
　
新
一

◆
永
年
勤
続
章

25
年

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
吉
村
　
秀
昭

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
丸
川
　
敏
治

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
石
山
　
雄
一

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
野
口
　
啓
三

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
竹
田
　
英
美

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
髙
田
　
慎
一

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
大
滝
　
邦
弘

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
小
形
　
　
仁

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
紺
野
　
　
仁

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
大
滝
　
敏
広

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
梅
津
　
祐
一

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
菅
間
　
　
務

◆
永
年
勤
続
章

20
年

　
第
一
分
団
　
部
　
長
　
金
子
　
哲
治

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
遠
藤
　
晴
海

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
岡
部
　
秋
彦

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
渋
谷
　
直
樹

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
今
　
　
隆
広

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
片
倉
　
一
朝

平成 30 年度  消防関係表彰者
　６月３日の春季消防演習において、表彰状の伝達及び感謝状が贈呈されました。
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第
三
分
団
　
団
　
員
　
川
村
　
堂
洋

　
第
四
分
団
　
副
部
長
　
吉
田
　
隆
二

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
海
老
名
　
洋

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
鈴
木
　
寿
季

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
川
部
　
優
太

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
加
藤
　
博
之

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
竹
田
　
茂
樹

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
今
野
　
　
寛

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
峯
田
　
嘉
和

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
鈴
木
　
武
範

　
第
五
分
団
　
部
　
長
　
矢
羽
木
達
志

　
第
五
分
団
　
班
　
長
　
鈴
木
　
栄
裕

　
第
五
分
団
　
班
　
長
　
小
松
　
裕
介

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
衣
袋
　
正
芳

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
志
田
　
　
淳

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
新
野
　
直
樹

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
川
部
　
優
太

　
第
四
分
団
　
班
　
長
　
鈴
木
　
寿
季

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
布
施
　
千
広

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
齋
藤
　
　
司

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
　
稔

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
衣
袋
　
正
芳

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
舩
山
　
智
喜

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
高
橋
　
吉
将

◆
優
良
消
防
運
転
手
表
彰

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
小
関
　
健
春

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
小
形
　
匠
善

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
田
代
　
　
良

◆
幹
部
退
団
者

班
長
以
上
の
幹
部

　
前
第
二
分
団
　
分
団
長
　
樋
口
　
知
一

　
前
第
五
分
団
　
分
団
長
　
髙
橋
　
義
和

　
前
第
一
分
団
　
部
　
長
　
影
山
　
良
彦

◆
永
年
勤
続
退
団
者

勤
続
15
年
以
上
の
団
員

　
前
第
一
分
団
　
団
　
員
　
丸
川
　
和
幸

　
前
第
一
分
団
　
団
　
員
　
金
田
　
　
聡

　
前
第
一
分
団
　
団
　
員
　
槌
谷
　
宣
佳

　
前
第
一
分
団
　
団
　
員
　
榎
本
　
良
史

　
前
第
二
分
団
　
団
　
員
　
樋
口
　
直
樹

　
前
第
五
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
隆
将

　
前
第
五
分
団
　
団
　
員
　
安
達
　
善
則

　
前
第
五
分
団
　
団
　
員
　
梅
津
　
輝
彦

◆
内
助
の
功
労
者
　
　
　
加
藤
里
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
滝
久
美
子

◆
無
火
災
区　
　

西
横
田
尻
区
　
10
年

　
　
　
　
　
　
　
杉
沢
区
　
　
　
10
年

◆
消
防
団
協
力
事
業
所
　

　
株
式
会
社
菅
原
組
　
　

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
菅
原
　
　
等

白
鷹
町
長
感
謝
状

山
形
県
消
防
協
会

西
置
賜
支
部
長
表
彰

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
齋
藤
　
和
洋

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
中
嶋
　
健
一

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
竹
田
　
則
幸

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
五
十
嶺
恒
志

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
伊
藤
　
吉
架

　
第
四
分
団
　
部
　
長
　
大
宮
　
孝
幸

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
齋
藤
　
和
広

　
第
四
分
団
　
団
　
員
　
大
滝
　
智
治

　
第
五
分
団
　
部
　
長
　
鈴
木
　
　
怜

　
第
五
分
団
　
副
部
長
　
小
形
勇
二
郎

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
梅
津
　
輝
彦

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
梅
津
　
知
己

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
菅
原
　
文
和

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
土
屋
　
貴
博

◆
永
年
勤
続
章

15
年

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
植
木
　
　
誠

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
児
玉
　
匡
樹

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
土
屋
　
克
志

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
小
林
　
　
崇

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
高
橋
　
弘
範

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
小
松
　
応
行

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
土
屋
　
雅
人

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
岡
部
　
　
典

　
第
二
分
団
　
副
部
長
　
加
藤
　
嘉
智

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
山
口
　
秀
輝

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
樋
口
洋
一
郎

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
佐
竹
　
善
幸

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
佐
藤
　
達
道

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
樋
口
　
一
弥

　
第
三
分
団
　
副
部
長
　
梅
津
　
智
也

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
大
木
　
久
春

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
菅
間
　
栄
治

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
橋
本
　
勝
則

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
松
野
　
嘉
範

▼山形県知事表彰…金条章１団体／特別功労章４名／功労章７名／功績章９名／精練章 11名／永年勤続退団者表彰 12名　

▼日本消防協会長表彰…精績章２名／勤続章２名　 ▼山形県消防協会長表彰…優良章 14名／永年勤続章（35年）２名（30年）
３名（25年）12名（20年）20名（15年）35名　 ▼山形県消防協会西置賜支部長表彰…優良機関表彰１団体／優良消防団員
表彰 20名／優良運転手表彰３名　 ▼白鷹町長感謝状…幹部退団者３名／永年勤続退団者 10名／内助の功労者２名／無火災
区２区／消防団協力事業所１事業所　 ▼白鷹町消防団長表彰…優良消防団員９名

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

◆
賞
詞

勤
続
13
年
以
上

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
青
木
　
　
純

　
第
一
分
団
　
団
　
員
　
鈴
木
　
　
敦

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
羽
田
　
大
輔

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
樋
口
啓
一
郎

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
新
宮
　
利
幸

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
菅
原
　
　
豊

　
第
三
分
団
　
団
　
員
　
別
府
　
　
勲

　
第
五
分
団
　
班
　
長
　
鈴
木
　
清
登

　
第
五
分
団
　
団
　
員
　
小
形
　
　
洋

　

（
※
敬
称
略
）

◆
優
良
機
関
表
彰
　

　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
五
部
第
一
班

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
本
木
　
栄
次

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
小
林
　
文
明

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
中
川
　
裕
之

　
第
一
分
団
　
班
　
長
　
鈴
木
　
良
彦

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
樋
口
　
一
弥

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
青
木
　
信
悟

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
樋
口
　
大
輝

　
第
二
分
団
　
団
　
員
　
横
沢
　
　
翔

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
大
類
　
優
作

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
橋
本
　
　
亮

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
守
谷
　
俊
宏

　
第
三
分
団
　
班
　
長
　
藤
守
　
　
誠
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まちのニュース

土
屋
勇
吉
さ
ん
、松
木
健
一
さ
ん
、齋
藤
妙
子
さ
ん

３
人
に
自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
５
月
16
日
に
町
長

室
で
行
わ
れ
、
土
屋
勇
吉
さ
ん

（
箕
和
田
）、松
木
健
一
さ
ん（
荒

砥
乙
）、齋
藤
妙
子
さ
ん（
鮎
貝
）

が
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て

町
長
と
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力

本
部
長
の
連
名
で
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
委
嘱
期
間
は
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
で
す
。

　

土
屋
さ
ん
、
松
木
さ
ん
、
齋

藤
さ
ん
の
３
人
に
は
、
今
後
、

自
衛
官
を
募
集
す
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
や
自
衛
官
志
望
者
へ

の
情
報
提
供
、
自
衛
隊
地
方
協

力
本
部
の
行
う
募
集
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

委嘱状を手にする齋藤さん、土屋さん、松木さん

　

平
成
30
年
度
行
政
相
談
委
員

全
体
会
議
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
山
形
（
山
形
市
）
で
開

か
れ
、
そ
の
席
上
で
、
東
北
管

区
行
政
評
価
局
長
か
ら
当
町
担

当
の
行
政
相
談
委
員
で
あ
る
樋

口
久
子
さ
ん
（
高
岡
）
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的

信
望
が
あ
り
、
か
つ
行
政
運
営

の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意

を
有
す
る
方
に
総
務
大
臣
が
委

嘱
し
ま
す
。
樋
口
さ
ん
に
は
平

成
19
年
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法

人
等
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
、
意
見
等
の
相
談
を
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
受
付
け
、
そ

の
解
決
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
業

績
が
顕
著
で
あ
り
、
他
の
模
範

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
に
尽
力

東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰

表
彰
状
を
手
に
す
る
樋
口
さ
ん

愛
い
っ
ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い
の
新
園
舎
が
完
成

木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
愛
真
こ
ど
も
園
竣
工
式

　

昨
秋
よ
り
建
設
中
だ
っ
た
愛

真
こ
ど
も
園
新
園
舎
が
完
成

し
、
５
月
26
日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
関
係
者
や
設

計
・
施
工
業
者
、
保
護
者
会
役

員
な
ど
約
80
人
が
出
席
。
同
園

を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
白

鷹
会
の
文
屋
正
道
理
事
長
が

「
新
園
舎
が
完
成
し
た
今
、
子

ど
も
た
ち
の
〝
今
〟
を
大
切
に

す
る
保
育
・
教
育
へ
、
心
新
た

に
こ
れ
か
ら
の
時
を
刻
ん
で
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
た
ち
が
力
強
い
太
鼓

や
か
わ
い
ら
し
い
歌
を
披
露
し
、

さ
ら
に
同
園
の
卒
園
者
で
あ
る
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の
文
屋
小
百
合
さ
ん

が
美
し
い
歌
音
を
響
か
せ
、
式
典

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
延
べ
床
面
積
約

１
２
０
０
平
方
㍍
で
、
白
鷹
産
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
木
造
２

階
建
て
。
３
月
24
日
に
完
成
し
、

園
児
た
ち
は
木
の
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
温
か
い
空
間
で
元
気

い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

１_力強く和太鼓の音を響かせた園児たち　

２_木のぬくもりあふれる新園舎

１

２
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野
球
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
尽
力

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
置
賜
地
区
協
議
会
功
労
者
表
彰

　

５
月
11
日
に
行
わ
れ
た
山
形

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
置
賜
地
区

協
議
会
表
彰
式
に
お
い
て
、
山

形
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
置
賜
地

区
協
議
会
（
井
上
道
雄
会
長
）

か
ら
布
川
健
一
さ
ん
（
鮎
貝
）

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

布
川
さ
ん
は
平
成
12
年
か
ら

の
長
き
に
わ
た
り
、
鮎
貝
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
代
表
指
導
者
を
務
め
る
な

ど
、
野
球
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
尽
力
、
貢
献

さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
た
び
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

大
舞
台
で
の
栄
光
を
称
え
―
―

平
成
29
年
度
後
期
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰

　

５
月
30
日
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
白
鷹
町
体
育
協
会
評
議

員
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で

平
成
29
年
度
に
各
種
競
技
で
輝

か
し
い
功
績
を
残
さ
れ
た
下
記

の
７
人
へ
、
白
鷹
町
体
育
協
会

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
町
体
育
協
会
の
鈴
木
雅
明

会
長
か
ら
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
手

渡
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
、

髙
田
真
亜
稀
さ
ん
が
「
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

山
形
で
世
界
最
大
規
模
の
ワ
イ
ン
品
評
会
開
催

最
高
位
に
加
茂
川
酒
造
の「
貴
醸
太
古
酒 

古
時
計
」

　

世
界
最
大
規
模
の
ワ
イ
ン
品

評
会
で
あ
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
２
０
１
８
」。

そ
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
部
門
（
日
本
酒

部
門
）
の
授
賞
式
が
５
月
18
日

に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山

形
（
山
形
市
）
で
開
か
れ
、
加

茂
川
酒
造
（
鈴
木
一
成
社
長
・

鮎
貝
）
の
「
貴
醸
大
古
酒
古
時

計
」
が
、
古
酒
の
部
最
高
位
と

な
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
「
古
時
計
」
は
水
の
代
わ
り

に
清
酒
で
仕
込
ん
だ
日
本
酒

で
、
気
品
あ
る
ま
ろ
や
か
な
味

わ
い
が
特
徴
で
す
。
５
月
28
日

に
は
鈴
木
社
長
が
役
場
へ
来
庁

し
、
佐
藤
町
長
に
受
賞
の
喜
び

を
報
告
し
ま
し
た
。　

　

な
お
、世
界
一
と
な
る「
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
酒
」
は
全
９
部
門
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
賞
の
銘
柄
の
中
か

ら
選
ば
れ
、
７
月
10
日
に
英
国

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
る
授
賞

式
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

①
喜
び
の
報
告
に
来
庁
し
た
鈴
木
社
長

②
貴
醸
大
古
酒
古
時
計

表
彰
状
を
手
に
す
る
布
川
さ
ん

■表彰者一覧

氏名（出場時の所属） 競技名 大　会　名　等

【殊勲賞】

関　　日向さん（日大山形高２年）バスケットボール 第27回山形県高等学校バスケットボール選手権大会 優勝
【栄光賞】

髙田真亜稀さん（九里学園高２年）スキー 第73回国民体育大会冬季大会 出場 スキー競技山形県選手団
金田　綾乃さん（米沢中央高１年）バレーボール 第70回全日本バレーボール高等学校選手権大会 出場
大宮　遥斗さん（鶴岡東高１年）卓球 第45回全国高等学校選抜卓球大会 出場
今野　美空さん（白鷹中２年） ソフトボール 第14回都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会 出場
廣居　太聖さん（鮎貝小６年） スキー 全国小学校アルペンスキー大会 出場

紺野　夢乃さん（東根小５年） スキー 全国小学校アルペンスキー大会 出場

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た

１

２
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優しさと笑顔をいつまでも――

第27回おかえりなさいコンサート

　第 27 回目を迎えた「おかえりなさいコンサート」
が５月 20日、蚕桑地区コミュニティセンターで開催
されました。
　このコンサートは、出演者とボランティアスタッフ
による手作りの福祉コンサートで、今年も白鷹陽光学
園やこぶし一座など、町内外から全７組が出演。優し
い歌声や演奏、コミカルな寸劇などが披露されると、
場内は盛大な拍手と笑顔で包まれました。そして最後
には、コンサートのテーマソング「笑顔の君が好きだ
から」を出演者とスタッフ全員で歌い上げ、優しさあ
ふれるフィナーレとなりました。

　５月 25 日、白鷹中学校の１年生 94 人が、４月に
種をまいた紅花の若菜の間引き作業を行いました。
　この紅花栽培学習は、町が生産量日本一を誇る紅花
について理解と関心を深め、郷土愛を育むことをねら
いとして今年度から始まったもの。若菜と若菜の間が
５㎝ほどの間隔になるよう、協力しながら約１時間か
けて間引き作業を行った生徒たちは、「思ったより大
変だったけど、畑がとてもきれいになって気持ちいい」
と笑顔で汗をぬぐいました。若菜は町内の各小学校で
収穫されたものと合わせて調理場で調理され、28 日
の給食で児童生徒が味わいました。

町内小中学校で進む紅花栽培

若菜を間引いて給食で味わう

会場は優しさと笑顔あふれる空間となった

　５月 27 日、眼病平穏、火盗消除、養蚕安全、交通
安全の守護「三ツ滝不動尊」祭礼が現地で行われ、町
内外から約 60人が参拝に訪れました。
　この日は天候にも恵まれ、参拝者は心地よい風を感
じながら滝を目指し、新緑の木々の間を縫うように整
備された道を歩きました。美しい木々に囲まれ、しぶ
きをあげる滝は神秘的で、その光景に思わず息をのむ
参拝者。今年も地域の皆さんに用意していただいた山
菜の冷や汁や、滝の冷水を利用した流しそうめんで一
息つき、あらためて滝に秘められたパワーで心と体を
癒していきました。

神秘的な景色が広がる空間で――

三ツ滝不動尊祭礼

１_20cmほどの高さまで伸びた紅花の若菜
を黙々と間引いた生徒たち　２_ 給食で味

わった紅花の若菜入りのスープ

新緑の木々の間から姿を現す神秘的な滝

２

１
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　どりいむ農園直売所では、今年も町内の全保育園及
びこども園の園児をハウスに招待し、イチゴ狩り体験
が行われました。
　５月 24 日には、ひがしね保育園の園児 51 人が参
加。ハウスの中では、大粒で赤く色づいたイチゴ「も
ういっこ」が一面に実っており、園児たちは大はしゃ
ぎで次々とイチゴの実をもぎ取りました。口の中いっ
ぱいに広がる甘酸っぱさに笑顔がはじけた園児たち。
指先や口の周りを赤く染めながら、「お腹いっぱい食
べたよ」と大満足でした。

甘酸っぱさに笑顔はじける！

町内園児がイチゴ狩り体験

大粒のイチゴにパクリとかぶりつく園児たち

　５月 22 日、「緑の少年団」結団式が東根小学校学
校林の宝山で行われました。
　今年度は、同小学校の４年生 31 人が新たに入団。
トレードマークである緑の帽子とネッカチーフ、そし
て団員の証であるワッペンが授与されました。その後、
シンガーソングライターの金田稔さん（広野）ととも
に「リメンバー宝山」を合唱。続いて、森林インスト
ラクターと県森林整備課の職員を講師に迎えた自然体
験活動が行われ、団員たちは視覚や聴覚など五感を研
ぎ澄ましながら、身近にある自然を観察しました。

いつまでも、身近にある自然を大切に――

東根小学校「緑の少年団」結団式

講師の話を真剣な眼差しで聞きながら自然に触れた児童たち

５月13日は「高い山の日」

新緑の白鷹山夏山開き

　「高い山の日」の 5月 13 日、恒例の「白鷹山夏山
開き（白鷹虚空蔵尊祭礼）」が白鷹山頂で行われました。
　白鷹山をともに境とする山形市、上山市、南陽市、
山辺町、そして白鷹町の皆さんが山頂に集い、登山道
整備や自然保護などについて意見交換を行ったり、登
山者の安全などを祈願。また、町出身の力士・白鷹山
（はくようざん）関からは、「白鷹山の雄大な山容を胸
に刻んでこれからも精進する。どうぞ力強く見守って
ほしい」と祝電が届きました。
　続いて、昨年は雨の影響により中止となった「しら
たか山ヤングサミット 2018」が行われ、荒砥小学校
と作谷沢小学校（山辺町）、荻小学校（南陽市）の児
童らが手作りの名刺を交換し合い、交流を深めました。

１_「各自治体が協力し

合い、地域づくりを進め

ていこう」とあいさつす

る佐藤町長　２_コメン

トを添えた写真入りの手

作り名刺を交換し合った

児童たち

１

２
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白
鷹 
紅
花
ま
つ
り

第
24
回

　
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
白
鷹
町
で
は
最
上
紅
花
が
咲
き
誇
り
、
各

地
で
は
紅
花
摘
み
や
紅
餅
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
季
節
と
な
り
ま

す
。
白
鷹
紅
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

催
し
や
白
鷹
グ
ル
メ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　滝野交流館

［イベント］

『オープニングセレモニー』

よつばこども園による『絵本「しらたか べにばな ものがたり 
べにばなふしぎ」』朗読＆「おどる！シラタカ・レッドダンス」
14日（土）10：00～
『やまがた舞子演舞披露』

14 日（土）・15日（日）
両日 11：00～　
『高栄会演舞披露』

14 日（土）12：30～
『鞍置八幡神社獅子舞』

15 日（日）12：30～
『撮って！載せて！ SNS!!』

　14,15 日の両日、まつり会場１カ所以上で紅花畑の写真と「2018
白鷹紅花まつり」のハッシュタグを入れて自分の SNS に UP！滝野
交流館で担当スタッフに見せると、素敵なミニプレゼントがもらえ
ます。
☆ほかにもイベントを多数企画中です

［体験メニュー］

●本紅点し体験
●紅花染め体験
●ハガキ作り
●フラワーアレンジメント

［見る・食べる・楽しむ］

●紅花先染め振袖「万葉からの誘」
　色見本・本紅・和紙人形などの展示
●そば打ち名人による手打ちそば
●鮎の塩焼きや豆腐田楽、地元新鮮野菜、
　白鷹グルメなど、おいしいものが勢揃い
●にぎやか紅花商店街（紅花切り花、工芸
　品、手作り小物など）

●餅つきイベント
●やまがた舞子撮影会　ほか
●地元グルメ＆売店
●鮎貝語り部クラブ昔話
（場所：萩野ふれあい館）

　　萩野大日堂

　　十王八卦地区
　　　　（八卦公民館周辺）

●やまがた舞子撮影会　ほか
●紅花摘み体験
●地元グルメ＆売店

　　 7/14  ・15
午前 10時～午後４時
滝野交流館／萩野大日堂／十王八卦地区
道の駅白鷹ヤナ公園あゆ茶屋／パレス松風
／紅花の館／小松織物工房

土 日

　　

　　

「万葉からの誘」
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●各問い合わせ・申し込みは白鷹町観光協会（☎ 86-0086）まで。

［ワークショップ ～紅花色素を使った作品づくり～］

　紅花色素を活用した七夕飾りや参加者で大きな作品
づくりに取り組みます。みんなで紅花に触れ、楽しい
時間を過ごしましょう。
●いつ　７月７日（土）13：30～（約２時間）
●どこで　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
●講師　渡辺久美さん（あゆーむアートキッズ団）　
●申込期限　６月 29日（金）午後５時　※要申込
●定員　先着 30名　
●対象　保育園児～大人（未就学児は保護者同伴）
●参加料　無料
●特典　参加者にはもれなく、「シラタカレッドバン
　ダナ」をプレゼント。
※汚れても大丈夫な服装でお越しください。

［期間中イベント］

　荒砥駅前交流施設では次のイベントを実施します。
①紅花関連の展示

●内容「紅花の歴史と紅花生産」
② SHIRATAKARED関連商品展示販売
●内容　紅花を活用して開発された
　商品の展示及び販売を行います。紅花染めネクタイ・
　名刺入れ・羊羹・カステラ・紅花シャボンなど
●期間　７月２日（月・半夏生）～ 29日（日）
●開館時間　10：00～ 16：00
●特典　期間中、フラワー長井線を利用し荒砥駅で下
　車したお客様には、紅花の栽培などについて分かり
　やすく解説した絵本「べにばなふしぎ」をプレゼン
　ト（各日先着５名まで）。

［紅ランチ発表会］

●いつ　７月２日（月・半夏生）
　11：30～受付／ 12：00開会
●どこで　パレス松風
●定員　30名
●申込期限　６月 22日（金）※要申込
●申込先　パレス松風　☎ 85-1001
●料金　2,000 円（税込）
●特典　当日参加いただいた方にもれなく紅花（切り
　花）をプレゼント

白鷹産紅花を使った

特別メニュー

紅 ランチ紅 チ

　パレス松風では、白鷹産紅花を使った「紅ランチ」
を期間限定で特別提供します。この機会にぜひご賞味
ください。
●提供期間　7月 2日（月・半夏生）～ 31日（火）
　　　　　　11：30～ 14：00
●料金　2,000 円（税込）
●予約・問い合わせ　パレス松風　☎ 85-1001
※要予約（２名様以上、２日前まで）

関連商品展示販売

［紅花染め体験］

●いつ　７月７日（土）① 10：30～　② 11：30～
●どこで　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
●講師　小松寛幸さん（小松織物工房）
●申込期限　６月 29日（金）午後５時　※要申込
●定員　20 名
●料金　ストール  4,000 円（税込）
　　　　ハンカチ  1,200 円（税込）
●特典　参加者に「シラタカレッド
　バンダナ」をプレゼント。

　ストール  4,000 円（税込）
　　　　ハンカチ  1,200 円（税込）

　参加者に「シラタカレッド

第２弾　［SHIRATAKA REDディナー］

～しらたかの宝物～

　２月にも実施し好評をいただいたイベント。内容を
パワーアップし、白鷹産の食材にこだわった料理を再
び馬渡シェフに提供していただきます。
●いつ　７月 14日（土）18：00～（約２時間）　
●どこで　パレス松風
●シェフ　馬渡　剛（イタリア料理「リストランテ・ラ・
　チャウ」／東京芝浦）
●定員　先着 100 名
●料金　7,000 円
●予約・問い合わせ　パレス松風　☎ 85-1001
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身 重度心身障がい（児）者医療証 親 ひとり親家庭等医療証
子 子育て支援医療証

しらたか元気っ子事業の医療証

対

象

と

な

る

方

障がいをお持ちの方で、次のいず

れかに該当する方

①身体障害者手帳１・２級
②精神障害者保健福祉手帳１級
③療育手帳Ａ

④国民年金障害等級１級
⑤公的年金各法の障害等級１級
⑥特別児童扶養手当１級
⑦療育手帳Ｂ、かつ身体障害者手  

　帳３級

※町民税所得割相当額が、23万５千
　円以上の方は対象外です。

※本人または扶養者に所得税相当額

　が課税されている場合は自己負担

　額（負担割合：１割）が発生します。

18歳以下の児童を扶養している方
で、次のいずれかに該当する方

①配偶者のいない方及びその児童

②配偶者が重度の心身障がいによ

　り長期にわたって労働能力を失

　っている方及びその児童

③父母のいない18歳以下の児童
（所得税相当額が課税されている者

　に養育されている場合を除く。）

④「配偶者からの暴力の防止及び

　被害者の保護等に基づく法律

（ＤＶ防止法）」に基づく保護命

　令の申し立てを行い、現に配偶

　者に当該命令が発せられた方及

　びその方に扶養されている児童

※次のいずれかに該当する方は対象

　外です。

❶所得税相当額が課税されている方
❷就労されていない方

⑴白鷹町にお住まいの高校３年生
　の年齢までの方

※就職などにより親の扶養を外れた

　方は対象外です。

⑵就学のため町外に住所を移した
　方で、保護者の住所が白鷹町に

　ある方

　

申

請

に

必

要

な

も

の

・保険証　・印鑑

・対象となることを確認できる下

　記の手帳など

　

・対象となる方の保険証

・印鑑

※特別な理由により就労できない場

　合はご相談ください。

※他に書類が必要になる場合があり

　ます。（就労証明書等）

・お子さんの保険証

・印鑑

※高校生相当年齢の方や新規該当者

　の方（出生、転入）は申請が必要

　になります。

★マイナンバーのわかるもの（個人番号カードもしくは通知カード）をお持ちください。

　通知カードをご持参いただく場合は、本人確認のための運転免許証も提示してください。

★前年または前々年の所得額、所得税額のわかるものが必要になる場合があります。

　現在交付している重度心身障がい（児）者医
療証及びひとり親家庭等医療証の有効期限は平
成30年６月30日です。引き続き交付を希望さ
れる方は更新の手続きが必要になります。有効
期限をご確認のうえ手続きをしてください。

身体障害者手帳・精神障害者保

健福祉手帳・療育手帳・障害年

金証書（障害基礎年金・その他

公的年金）・恩給証書・特別児

童扶養手当証書

医療証について 子育て世帯、障がいをお持ちの方々の経済的負担軽減のため、

医療費の自己負担分を無料にする医療証を交付しています。

　 重度心身障がい（児）者医療証（ 身）及びひとり親家庭等医療証（ 親）の更新

▼  更新の時期   ６月21日（木）～29日（金）
　※なお、新規の申請は随時受け付けています。

【医療証の申請窓口 ・問い合わせ】
役場１階２番受付　町民課国保医療係　☎85-6130
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白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行
政

の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
わ
か

り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
は
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
及
び
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平

　

成
30
年
３
月
31
日

●
根
拠
条
例　

白
鷹
町
情
報
公
開
条

　

例
第
26
条
・
白
鷹
町
個
人
情
報
保

　

護
条
例
第
39
条

■ 

平
成
29
年
度「
情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例
」

　 

の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す【

問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
総
務
係　

☎
85

－

６
１
２
０

●平成29年度の運用状況（件）

項　目
町長
部局

議会
事務局

教育
委員会

町立
病院

情報公開請求 ３ ０ 12 ０

情報公開等決定 ３ ０ 12 ０

情報公開不服申立 ０ ０ ０ ０

個人情報開示等請求 ０ ０ ０ ０

個人情報開示等決定 ０ ０ ０ ０

個人情報保護不服申立 ０ ０ ０ ０

第 55回町民水泳大会を開催します
《高校生（男・女）》

▽50㍍・100㍍自由形、平泳ぎ、バタフライ、
　背泳ぎ
▽200㍍個人メドレー、フリーリレー、メドレー  
　リレー
《一般》

▽50㍍・100㍍自由形、平泳ぎ
▽50㍍バタフライ、背泳ぎ
▽100㍍個人メドレー
▽200㍍フリーリレー、メドレーリレー
●申込締切　７月５日（木）午後１時必着
※小中学校は、学校ごとにまとめてお申し込みく
　ださい。
※高校・一般については教育委員会に申込書が備
　えてあります。
※当日は駐車場が大変混み合いますので、乗り合
　わせにご協力ください。　

【問い合わせ】　
教育委員会生涯スポーツ係　☎85-6147

●いつ　７月26日（木）
　午前８時45分～開会式／９時15分～競技開始
●どこで　白鷹町民プール
●種目　
《小学生３・４年の部（男・女）》
▽50㍍自由形、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎ
《小学生５・６年の部（男・女）》
▽50㍍・100㍍自由形、平泳ぎ、バタフライ、
　背泳ぎ
▽100㍍個人メドレー
▽団体の部（学校対抗）…学校別に男女とも１チ
　ームずつ
▽200㍍フリーリレー、メドレーリレー（１人
　50㍍）
《中学生（男・女）》

▽50㍍・100㍍自由形、平泳ぎ、バタフライ、
　背泳ぎ
▽100㍍個人メドレー
▽団体の部（学校対抗）…200㍍フリーリレー、
　メドレーリレー

出場者

募集！

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
に
、
介
護
保
険
係
か
ら

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
の
方

は
、
更
新
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
申
請
期
間　

７
月
10
日
（
火
）
〜

　

31
日
（
火
）

●
申
請
場
所　

健
康
福
祉
課
（
健
康

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■ 

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

　 

更
新
受
付
を
開
始
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
86

－

０
２
１
３

み
ほ
ん

介護保険負担
限度額認定証
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【問い合わせ】白鷹町婚活サポート委員会事務局（健康福祉課子育て支援係内）☎ 86-0212

～婚活セミナーを紹介します～
飯豊町「婚活♥自分力UPプログラム」
　婚活する自分へのスイッチを入れる長期集中プロ
グラムです。
♥参加費用　10,000円（昼食代5回、茶菓子代含む）
♥募集人数　おおむね 25歳～ 50歳くらいまでの
　独身男女 16名（先着優先）
♥申込方法　必要事項（氏名・住所・生年月日・満
　年齢・性別・電話番号・e-mail・職業・勤務先）
　を記載し、メール等でお申し込みください。
【申し込み・問い合わせ】　
飯豊町総務企画課特別政策室　☎ 87-0695
[mail] i-tokusei@town.iide.yamagata.jp
※下記窓口にもチラシを用意してあります。

  やまがた出会いサポートセンターとは？
　山形県、市町村、関係団体で設立した結婚支援団体です。
20歳以上の独身の方であればだれでも利用することがで
き、会員登録をすることでマッチングシステムを利用した

１対１の出会いの場提供支援を利用することができます。
●登録料　10,000円
☆登録及び詳しい情報は「http://www.dsc-yamagata.jp」　

　もしくは「やまがた　出会い」で検索してください。

　
結婚を目指して努力する方を応援するため

に、やまがた出会いサポートセンターへの登録
費などの一部を助成します。
●申請条件（次の全てに該当する方）
①白鷹町に居住し、住民登録している方。
②平成 30 年 4 月 10 日～平成 31 年 3 月 31  
　日（対象期間）までにやまがた出会いサポー
　トセンターへ登録を行ったものであること。
　もしくは、対象期間内に受講したセミナー等
　（※）であること。
※成婚への結びつきや、婚活でのスキルの向上
　につながる自分磨きセミナー等であること。
※公的機関（都道府県、各市町村等）が主催し
　たセミナー等であること。　
●申請対象費用
・やまがた出会いサポートセンター登録費用
・自分磨きセミナー等受講費用
●補助額　対象費用の半額
※申請方法など、詳細はお問い合わせください。

　　　　   未来を変えるために自分を磨こう !

出会いサポート事業

　
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
町
の

課
長
な
ど
が
各
地
区
に
お
伺
い
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
度
の
座
談
会
で
は
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
白
鷹
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
総

合
的
な
指
針
と
な
る
第
６
次
白
鷹
町

総
合
計
画
（
平
成
32
年
度
〜
平
成
41

年
度
）
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

男
女
年
齢
問
わ
ず
、
お
気
軽
に
参

加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
情
報
係

☎
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－

６
１
２
１

【
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

■ 
各
地
区
で
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

●各地区の開催日時

日　程 会　場 時　間

７月18日（水）鷹山地区コミュニティセンター

午後７時30分～９時

７月24日（火）十王地区コミュニティセンター

７月27日（金）蚕桑地区コミュニティセンター

８月１日（水）荒砥地区コミュニティセンター

８月８日（水）鮎貝地区コミュニティセンター

８月９日（木）東根地区コミュニティセンター

※お住まいの地区以外の会場に参加していただいても結構です。

昨
年
度
の
座
談
会
の
様
子
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白
鷹
町
に
住
所
を
有
す
る
小
・
中

・
高
校
生
等
で
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
お
い
て
全
国
大
会
に
出
場
さ

れ
る
方
及
び
そ
の
引
率
指
導
者
に
対

し
、
申
請
に
よ
り
白
鷹
町
成
績
優
秀

者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
対
象　

平
成
30
年
度
白
鷹
町

　

成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付
要
綱
に

　

規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
方

●
申
請
手
続　

全
国
大
会
開
催
日
の

■ 

全
国
大
会
出
場
者
に

　 

成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

前
後
１
カ
月
の
間
に
、
申
請
書
に

　

関
係
書
類
を
添
付
し
白
鷹
町
教
育

　

委
員
会
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.shirataka.

　

lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

係　

☎
85

－

６
１
４
６

子育て支援住宅入居者募集

●入居可能日　７月下旬

●募集期間　６月 14日（木）～ 25日（月）
　　　　　　午後５時まで（土日を除く）

●申込方法　平成 29年分源泉徴収票の写し、住民
　票謄本、入居予定者全員の最新の所得課税証明書、
　市町村民税納税証明書を準備のうえ、建設水道課
　管理係までお申し込みください。

【申し込み・問い合わせ】
建設水道課管理係　☎ 85-6140

●所在地　白鷹町大字鮎貝 7341 番地

●募集戸数　１戸（町外在住者向け）

●間取り　２LDK（寝室２部屋＋リビングダイニン
　グキッチン＋浴室）

●家賃　
・２子までを扶養する世帯　35,000 円
・３子以上を扶養する世帯　30,000 円

●敷金　家賃の３カ月分

●入居資格　白鷹町以外にお住まいの方で、次の条
　件を満たす方。
❶子を持つ夫婦世帯で、お子さんが現在小学校就学
　前であること（１人以上）。
❷公営住宅法で定める基準に準じ、世帯の月額所
　得の合計が 31 万 3,000 円を超えないこと。
❸自らが居住するために住宅を必要としていること。
❹市町村税を滞納していないこと。
❺暴力団関係者ではないこと。

●期限付入所　１番下のお子さんが小学校を卒業　
　する年の３月 31日まで入居できます。

●入居者の決定　７月中旬
※申込者多数の場合は抽選により決定します。

寝室１

寝室２

ＬＤＫ

玄関
浴室

ＷＣ

洗面
脱衣所

物置

ポーチ

サービスヤード

サンデッキ
《イメージ図》

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月

間
で
す
。
犯
罪
の
無
い
明
る
い
社
会

を
作
る
た
め
、
住
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

７
月
２
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

記
念
講
演

・
演
題 

「
と
も
に
考
え
、
行
動
す

　

る
こ
と
の
大
切
さ
」

・
講
師　

山
形
歯
科
専
門
学
校
校
長

　

大
貫
英
一　

氏
（
荒
砥
在
住
）

●
主
催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

白
鷹
町
推
進
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
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■ 「
第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
住
民
集
会

昨年度の集会の様子
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 白鷹若鮎マラソン大会

■参加資格
・健康で、自分が希望するコースを完
　走できる方
・壮年男子の部は、平成30年９月23
　日現在で、満40歳以上の方
■種目

▽  ハーフマラソン
（制限時間２時間50分） 
①一般男子の部　
②一般女子の部

▽  10km
①高校の部
②一般男子の部　
③一般女子の部

▽  ５km　
①女子の部（高校生以上）
②壮年男子の部

▽  ３km　
①中学男子の部
②中学女子の部

▽  ２km　小学生以上
■参加料
　一　般………3,000円
（２kmの部は2,000円）
　高校生………2,000円
　小・中学生…1,000円
■申込締切
　払込票…７月23日（月）※必着
　インターネット（RUNNET)
　　　　　　　　  　…７月23日（月）
※ RUNNET「ゆずれーる」出走権譲渡
　成立の場合は７月31日（火）まで

■表彰
・２km、３km、５kmの部は６位まで
　表彰
・10km 及びハーフマラソンの部は、
　男女とも 30 歳未満、30 ～ 39 歳、
　40～ 49歳、50～ 59歳、60～ 69歳、
　70 歳以上の年齢区分ごと６位まで
　表彰
・２kmの部小学生は各学年男女６位
　まで表彰（１位はメダル授与）
※２kmの部一般の表彰はありません。
■その他
・駐車場はスポーツ公園駐車場をご利
　用ください。会場までの無料シャト
　ルバスが出ます。
・白鷹若鮎マラソン大会は、東京マラ
　ソン2019の提携大会です。ハーフ
　マラソンまたは10kmの部に出場さ
　れた方の中から抽選で３名に出走権
　が与えられます。

【申し込みに関する問い合わせ】　

教育委員会生涯スポーツ係「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会事務局」　☎85-6147（直通）/ [FAX] 85-2183

（制限時間２時間50分） 

ハーフ・10kmの部は
年代別表彰実施中！
豪華副賞もあります！

スポーツ振興くじ助成金は、東陽グランドや野球場・ソフトボール場の改修など、

白鷹町の多くの施設に使われています。スポーツくじの購入にご協力ください。

9．23 SUNDAY日・秋分の日
　　　　　　　　　　白鷹町立蚕桑小学校　スタート／フィニッシュ

9．23

ジョセフ・オンサリゴさん（ケニア出身）
那須建設株式会社

招待選手

　

　

町内緊急メール
配信サービス開始

　町では、６月14日より町民の皆さんへの緊
急メール配信サービスを開始します。
　配信内容は、Ｊアラートにて配信される国民
保護情報や町からの緊急情報等です。登録は簡
単ですので、ぜひご登録ください。
【問い合わせ】総務課防災管財係　☎85-6122

①空メール送信 ②返信メール受信

③必要情報入力 ④登録完了メール受信

携帯電話・スマート
フォン、パソコンか
ら（touroku@kinkyu-
shirataka.jp）に空メ
ールを送信する。

配信希望を登録す
る た め の URL 入 り
の メ ー ル（ 配 信 元
ス：haishin@kinkyu-
shirataka.jp）* が返信
されてくるので、そこ
にアクセスする。

登録用ホームページで
必要事項を入力し、登
録する。

「登録完了」のメール
を受信し、登録完了を
確認する。

登録が完了しました

XXXX@XXXXX.XXXが
追加されました。

　氏：××
　名：×××
住所：○白鷹町内
　　　○町外
登録理由：
○白鷹町に居住している
○白鷹町に実家がある
………

宛先：touroku@...
件名：
本文：

送 信

①空メール送信 ②解除完了メール受信

登録したメールか
ら（ka i j o@k inkyu -
shirataka.jp）に空メ
ールを送信する。

「解除完了」のメール
を受信し、登録解除を
確認する。

メールアドレスが解除
されました。

宛先：kaijo@...
件名：
本文：

送 信

①空メール送信
　　　登録

までの流れ

①空メール送信
　　　解除

までの流れ

＊ URL入りメールが受信できない場合は、迷惑メールのフィルタ機能等を見直してください。受信許可する際は
　ドメイン指定にて kinkyu-shirataka.jpを指定してください。

←ＱＲコード
からもアクセ
スできます。

←ＱＲコード
からもアクセ
スできます。

追加されました。登録完了！

解除完了！

配信が不要になった場合は…配信が不要になった場合は…配信が不要になった場合は…配信が不要になった場合は…

仮登録が完了しました

下記URLをクリックし
て登録を行ってくださ
い。
http://XXXXXXXXXX/
XXXXXXXXXXXXXXXX



　国民年金保険料は毎月納めていただくことにな
っていますが、収入の減少や失業等により、保険
料を納めることができなくなることもあります。
　しかし、保険料を未納のままにしておくと、将
来の年金（老齢年金）や、障害や死亡といった不
測の事態が生じたときに「障害年金」や「遺族年
金」を受けることができない場合があります。そ
のような状況を防ぐため、本人からの申請により、
保険料が「免除」または「猶予」される制度があ
ります。

①免除（全額免除・一部免除）制度
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下

　の場合に、保険料が全額免除または一部免除となります。

　なお、一部免除は、減額された保険料を納めないと未納

　期間となりますので必ず納めてください。

②納付猶予制度
　50歳未満の方（※）で、本人及び配偶者それぞれの前年
　所得が一定額以下の場合に保険料納付が猶予されます。

※平成28年６月以前の期間は30歳未満であった期間が対象と

　なります。なお、学生の方は学生納付特例をご利用ください。

町からのお知らせ国民年金
からの
お知らせ免除・納付猶予制度の申請を！

　　　　　　　　　納付状況等
  年金への影響

納付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未納

老齢・障害・遺族基礎年金
の受給資格期間に… 含まれる 含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

老齢基礎年金の年金額に… 計算される 計算される（注１） 計算される（注２） 計算されない 計算されない

○ 未納だと損をします！「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

　これまで同様、基礎年金番号
により申請が可能ですが、申請
者本人が窓口で個人番号（マイ
ナンバー）により申請を行う場合には
❶マイナンバーを確認できるもの
❷身元（実存）が確認できるもの
を提示してください。

　免除・猶予制度の申請は、「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」
を役場町民課窓口または年金事務所に提出してください。（郵送も可）
■免除・納付猶予申請

　必要なもの：基礎年金番号のわかるもの、印鑑、雇用保険受給資格
　者証など（失業・倒産・事業の廃止などを理由として申請する場合）
■学生納付特例

　必要なもの：基礎年金番号のわかるもの、印鑑、在学期間がわかる
　学生証の両面コピーまたは在学証明書の原本

　国民年金保険料は、納付期限から２年を過ぎると時効に
より納付することができません。しかし、過去５年以内に
納め忘れた国民年金保険料を納付することができる「後納

制度」が平成27年10月から平成30年９月までの３年間に
限り実施されています。期限が迫っていますので、後納制
度を利用する方はお早目にお手続きください。なお、後納

制度の利用には年金事務所への申し込みが必要です。

国民年金保険料の「後納制度」について

【問い合わせ】米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声）／町民課戸籍年金係　☎ 85-6129

○ 免除・猶予制度の申請について

（注１,２）保険料を全額納めた場合と比べて、受け取る年金額の割合は以下のとおりとなります。

　 　 　 　 　 ●全額免除の場合…２分の１ ● 3/4免除の場合…８分の５ ●半額免除の場合…４分の３ ● 1/4免除の場合…８分の７
　　　　　※平成 21年３月以前の免除期間は、上記の割合と異なります。
（注２）「一部免除」については、減額された保険料を納めないまま２年を越えると、時効により納めることができなくなります。

　免除または納付猶予の承認を受けた期間があ
る場合は、保険料を全額納付したときに比べ、
将来受け取る年金額が少なくなります。
　これを補うために、10年以内であればあと
から保険料を納めることができ、納めると年金
額は減少しません。この制度を「追納制度」と
言います。

免除期間の保険料は
あとから納めることができます
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地域包括支援センター ℡86-0112

男
性
限
定
！

元
気
わ
く
わ
く
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

男
性
限
定
の
体
操
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
忙
し
く
て
週

１
回
は
参
加
で
き
な
い
、
で
も

介
護
予
防
体
操
と
認
知
症
予
防

に
取
り
組
み
た
い
男
性
の
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

65
歳
以
上
の
男
性
で

支
援
や
介
護
の
必
要
が
な
い
方

●
日
時　

６
月
20
日（
水
）・

７
月
18
日（
水
）・
８
月
21
日

（
火
）・
９
月
19
日（
水
）・
10
月

30
日（
火
）・
11
月
13
日（
火
）・

12
月
11
日（
火
）・
平
成
31
年

１
月
15
日（
火
）・
２
月
12
日

（
火
）・
２
月
26
日（
火
）・
３
月

12
日（
火
）・
26
日（
火
）
／
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

●
講
師　

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

ゆ
め
ス
ポ

し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」

●
利
用
料
金　

１
回
２
０
０
円

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
担
当
・
申
し
込
み
】

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係　

☎
86

－

０
１
１
２

一
般
介
護
予
防
事
業

元
気
ワ
ン
ダ
フ
ル
教
室

の
ご
案
内

　

月
１
回
、
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
運
動
指
導
を
受
け
、
運

動
習
慣
を
身
に
着
け
、
介
護
予

防
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る

と
と
も
に
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

や
参
加
者
同
士
の
交
流
を
重
視

し
た
、
元
気
ワ
ン
ダ
フ
ル
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

65
歳
以
上
で
支
援
や

介
護
の
必
要
の
な
い
方

●
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
ど
ち
ら
か
の
日
程
で
の
参
加

　

と
な
り
ま
す
。

●
場
所　

新
野
医
院
運
動
コ
ー

ナ
ー

●
定
員　

20
名
×
週
２
回

※
参
加
は
週
１
回
に
な
り
ま
す
。

●
利
用
料
金　

１
回
２
０
０
円

【
担
当
・
申
し
込
み
】

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係　

☎
86

－

０
１
１
２

いつ
まで
も元
気に

いき
いき
と！

大
相
撲
五
月
場
所

５
月
12

26
日

取
組

星
取

決
ま
り
手

１
日
目

●

掬
い
投
げ

２
日
目

●

寄
り
切
り

３
日
目

○

突
き
落
と
し

４
日
目

○

押
し
出
し

５
日
目

●

押
し
倒
し

６
日
目

○

押
し
出
し

７
日
目

●

掬
い
投
げ

８
日
目

○

押
し
出
し

９
日
目

●

寄
り
切
り

10
日
目

●

寄
り
切
り

11
日
目

●

押
し
出
し

12
日
目

●

寄
り
切
り

13
日
目

○

押
し
出
し

14
日
目

●

叩
き
込
み

15
日
目

●

寄
り
倒
し

東
十
両
11
枚
目　

５
勝
10
敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

十
両
と
し
て
挑
む
も
壁
は
厚
く

　 

気
持
ち
を
新
た
に
来
場
所
へ

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　
　

　

十
両
か
ら
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
が
、
収
穫
も
あ
り
ま
し
た
。

　

課
題
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ

た
の
で
、
心
機
一
転
気
持
ち
を

入
れ
替
え
が
ん
ば
り
ま
す
！
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先
月
、
国
内
外
の
地
域
活
性
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｍ
さ
ん
に
白

鷹
町
を
案
内
し
ま
し
た
。

　
「
東
京
か
ら
白
鷹
町
へ
は
来
や
す

い
よ
。
新
幹
線
か
夜
行
バ
ス
で
赤
湯

に
行
っ
て
、
共
同
浴
場
の
温
泉
に
つ

か
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
揺
ら

れ
て
く
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
！
」

と
Ｍ
さ
ん
は
笑
っ
て
い
て
、
車
が
な

い
観
光
客
は
白
鷹
へ
来
る
ま
で
不
便

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
旅

行
者
に
と
っ
て
は
初
め
て
乗
る
ロ
ー

カ
ル
線
、
置
賜
の
風
景
は
好
印
象
に

と
ら
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

観
光
に
は
非
日
常
を
求
め
る
、
と

よ
く
言
い
ま
す
が
、
白
鷹
町
に
は
都

市
部
に
は
な
い
非
日
常
感
が
あ
ふ
れ

第28回

地域おこし協力隊通信

て
い
ま
す
。
偏
っ
た
視
点
で
す
が
、

地
域
の
お
寺
に
行
っ
て
、
仏
像
を
拝

見
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
か
な
り

特
別
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、

観
光
を
仕
事
に
す
る
と
私
の
手
に
負

え
ま
せ
ん
が
、
赤
湯
や
長
井
市
に
来

た
人
が
白
鷹
町
に
半
日
だ
け
で
も
訪

れ
る
よ
う
な
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
お
手
伝
い
な
ら
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

６
月
に
Ｍ
さ
ん
と
山
口
区
の
お
寺

さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
他
県
の

人
、
地
域
の
人
が
一
緒
に
な
っ
た
お

寺
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
現
時
点

で
、
ま
だ
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
突
貫
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、

ど
う
な
る
か
は
お
楽
し
み
で
す
。

白
鷹
山
突
っ
張
り
修
め
初
関
取　
　
　
　
　
　

坂
戸
市　

安
達　
　

功

春
別
れ
修
学
旅
行
歌
っ
た
友　
　
　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

修
復
し
観
音
堂
の
屋
根
映
え
る　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

俳
諧
に
修
業
な
し
で
投
句
す
る　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

脳
錆
び
て
修
正
に
手
間
ど
る
老
の
道　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

直
太
さ
ん
目
指
し
て
修
行
続
け
ま
す　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

在
り
し
日
の
修
学
旅
行
夢
に
み
る　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

子
育
て
は
修
了
し
て
も
親
は
親　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

修
身
と
云
ふ
時
間
割
戦
中
派　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

修
学
旅
行
今
は
豪
華
に
海
外
も　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

写
真
見
て
修
学
旅
行
懐
か
し
む　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

老
い
の
身
に
修
正
で
き
る
液
が
ほ
し　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

手
も
足
も
顔
も
修
繕
効
か
ぬ
歳　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

長
い
冬
修
理
代
か
さ
む
春　
　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

Ａ
Ｉ
で
修
正
で
き
る
か
人
生
も　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

上
野
駅
感
動
今
で
も
修
学
旅
行　
　
　
　
　
　

川
口
市　

髙
木　

正
司

人
生
の
修
業
お
迎
へ
来
る
日
ま
で　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

嫁
に
来
て
植
え
た
桜
六
〇
年
今
年
も
写
真
に
修
め
申
す　

  　

広　

野　

新
野
智
耶
子

修
行
の
大
器
晩
成
駄
句
を
積
む　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

使
い
拾
て
時
代
お
く
れ
の
修
理
す
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

ト
ラ
ブ
ル
を
優
し
い
笑
顔
が
修
め
ま
す　
　
　

十　

王　

松
野
い
せ
子

修
字
書
き
皆
ん
な
の
前
で
見
て
も
ら
う　
　
　
ふ
じ
み
野
市　

村
上　

桂
造

人
生
の
修
了
証
は
ま
だ
早
い　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

八
十
路
体
の
修
理
た
い
へ
ん
だ　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

修
繕
っ
た
見
お
ぼ
え
の
あ
る
穴
衣
替
え　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 修 ―　　 

次回「者」六月二十五日まで／「特」七月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

一昨年撮影した安楽院前の蓮池

　  白鷹にある非日常を
　  町を訪れる多くの人へ

地域おこし協力隊　石井 紀子　

蚕桑地区で活動中！

　　 広報しらたか   2018. 6 20

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎85-6120

町長交際費
町長の主な動静 ５月 ５月
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容 支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

　暑くなると「だるい」「食欲がない」「疲れやす

い」と感じることはないですか？そんなときには、

梅やレモン、お酢などの「すっぱいもの」を利用

することをおすすめします。酸味には食欲を増し、

疲労回復の効果もあるといわれています。7月の

給食には、白鷹産のきゅうりやキャベツをゆかり

で味付けした和え物や、旬のトマトを使ったマリ

ネなどを提供する予定です。また、夏野菜には水

分やカリウムを豊富に含んでいるものが多く、身

体にこもった熱を身体の中からクールダウンして

くれる効果もあります。

　バランスのよい食事を心がけ、すっぱいものや

夏野菜も取り入れながら夏を乗り切りましょう。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― おらほの食材 ―
米・きゅうり・キャベツ・小松菜・玉ねぎ・

にんにく・じゃがいも・ピーマン・なす・

トマト・ミニトマト・かぼちゃ・みそ等
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.60The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

歯周病とは？歯と歯茎との境目にある溝（歯周ポケッ
ト）にできた細菌のかたまりが原因で起こる感染症。自覚症
状がないまま進行し、初期は歯肉の腫れや出血、末期になる
と歯を支える骨が溶け、歯が抜け落ちる恐ろしい病気です。

《歯周病が及ぼす全身への悪影響》
動脈硬化 ▽血管に侵入した歯周病菌が血管内にできた細菌の
かたまりに感染し、血管の壁を厚くし血管を狭めることで動
脈硬化を促進します。
糖尿病 ▽歯周病が重症化すると、血液中で血糖をコントロー
ルするインスリンの働きが妨げられて糖尿病が悪化します。
心疾患・脳卒中 ▽歯周病菌が心臓の血管の壁に付着して血管
を狭め、狭心症や心筋梗塞など心疾患のリスクを高めます。
また、血管の壁に付着した歯周病菌のかたまりが脳卒中の原
因になることもあります。

▽飲み込む力が低下すると、食べ物やだ液が気管
に入り込んでしまいます。気管に入っただ液中の歯周病菌に
より、肺が感染して誤嚥性肺炎を起こします。

　ウイルス性肝炎とは、肝炎ウイルスに感染して肝
臓の細胞が壊れていく病気で、ほとんどが状態が悪
化するまで症状が出にくいと言われています。感染
に気づかないまま慢性肝炎を発症し、肝硬変や肝が
んに至ることもあるため、一生に１回は肝炎ウイル
ス検査を受けることをお勧めします。
　なお、Ｂ型、Ｃ型肝炎は血液検査で調べることが
でき、検査は町の同日検診や保健所等で受けること
ができます。

①町で行っている検査は、今年度 40 歳となる方（昭
　和 53 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日生）と、　
　今までに検査を受けたことがない 41 歳以上の方
　が対象です（自己負担 1,000 円）。また、下記の
　方には、検査を無料で受けられる受診券を送付し
　ています。

②保健所では、過去に検査を受けたことがない方で
　検査を希望する方を対象に無料で検査が受けられ
　る事業を行っています。詳しくは、直接保健所に
　お問い合わせください。

41歳 昭和 52年４月２日～昭和 53年４月１日
46歳 昭和 47年４月２日～昭和 48年４月１日
51歳 昭和 42年４月２日～昭和 43年４月１日
56歳 昭和 37年４月２日～昭和 38年４月１日
61歳 昭和 32年４月２日～昭和 33年４月１日

※平成 31年４月１日現在の年齢

７月 28日は

「日本肝炎デー」 肝炎総合対策マスコット

（厚生労働省）

早期発見・早期

治療が大切です！

　町では節目年齢の方に「歯周疾患検
診」を実施し、その費用の一部を助成
します。ぜひ検診を受け、歯周病や虫
歯予防にお役立てください。
●対象　平成 30年度内に 40歳、50
　歳、60歳、70歳の年齢に達する方
　で、現在歯科の治療をしていない方
●費用　1,500 円（生活保護・町民税
　非課税の方は無料）
●検診内容　歯肉の健康状態やむし歯
　の有無など
●医療機関　山形県歯科医師会に所属
　する県内の歯科医院
※対象の方に案内と受診券を送付しま
　す。受診券が届いたら県内の歯科医
　院へ直接予約し、受診してください。

お口の中からはじめる全身の健康管理

　歯周病を予防することは、歯や口の健康を守るだけでなく、生活習慣病をはじめ、全身の健康を守ることに  

　もつながります。毎食後の歯みがきと歯科医院での定期的な検診で、お口から全身の健康を守りましょう。
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［ 中央公民館展示案内 ］
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［日時］７月１日（土）午前10時～
［場所］図書館

第 375 回　おはなしの会

Li� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� ary
◎７月の休館日：２・９・15・23・30日
◎開館時間 :  午前９時～午後７時　

図書館だより

●今月の新購入図書 青少年読書感想文全国コンクール課題図書、YBC読書感想文「本の森たんけん」
指定図書も準備しています。ご利用ください。

書 名 著 者 名 出 版 社

砂の家 堂場　瞬一 KADOKAWA

黙　過 下村　敦史 徳間書店

あやかし草紙 宮部みゆき KADOKAWA

あの夏、二人のルカ 誉田　哲也 KADOKAWA

空飛ぶタイヤ 池井戸　潤 実業之日本社

書 名 著 者 名 出 版 社

泣きかたをわすれていた 落合　恵子 河出書房新社

向こう側の、ヨーコ 真梨　幸子 光 文 社

闇に魅入られた科学者たち ＮＨＫ出版

美術館へ行こう　 伊藤まさこ 新 潮 社

教誨師 堀川　惠子 講談社文庫

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ７

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 14

15 ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 21

㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ 28

㉙ ㉚ ㉛

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

７月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

●１階ロビー
《美術コーナー①》　　　　　　　　
絵画「牝狐の物語」／打田早苗　氏
展示期間：６月に引き続き７月 31日まで
《美術コーナー②》　
陽光学園作品展
展示期間：７月より８月 31日まで
●１階フロアー
《書道コーナー》
橋本春華さん（十王）・佐藤朝華さん（荒砥）
展示期間：６月に引き続き７月 31日まで

絵
画

牝
狐
の
物
語
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荒砥高校体育祭にぜひお越しください！

　例年、全校生が赤組と白組にわかれての白熱した体育祭と
なっています。また、組毎の看板作成、応援合戦も荒砥高校体
育祭ならではの名物です。
　保護者の方はもちろん、広く町民の皆さんにも学校にお越し
いただき、生徒の元気な活動の様子をご覧になっていただきた
いと思います。教職員、生徒一同心よりお待ちしています。

荒高掲示板 

荒砥高校体育祭

※雨天中止の場合は翌日に延期となります。

６月 16日（土）
  9：00　入場行進
　  　　   開会式
  9：40　競技開始
13：00　応援披露
14：30　閉会式

　　

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

　会員の皆さんが不幸にして交通事故に遭われた
際、災害を受けた場合に見舞金を差し上げ、互い
に助け合う制度です。
●加入できる方　白鷹町に住民登録をしている方
　（就学のため県外及び県内他市町村に住所を有
　する学生の方も加入できます。）
●共済会費　一人年額 400 円（中途に加入され
　る場合も同額）
●共済期間　７月１日～平成 31年６月 30日
●申込期間　６月 29日（金）まで
※７月以降も随時受付けますが、共済開始日は受
　付日以降からとなります。）

万が一の事故に備えて…

交通災害共済に加入しましょう！
●申込受付場所　町民課くらし環境係
※土・日・祝日は除く、午前９時から午後４時　
　30分まで。ただし、月曜日は午後６時 30分
　まで（7月以降の場合も町民課にお申し込みく
　ださい。）
※申込書は配布しませんので（前年度加入者のみ
　配布）、加入希望の方は直接、町民課くらし環
　境係の窓口で手続きしてください。
注）各地区コミュニティセンターでは扱いません。

※詳細は、山形県市町村交通災害共済組合白鷹支
　部事務局（町民課くらし環境係　☎ 85-6131）
　にお問い合わせください。

事
故
は
突
然

起
こ
り
ま
す
！
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高齢ドライバー事故
５年間で死者 67人

交差点で衝突し、軽貨物運転者が死亡。

軽貨物⾞
79歳男性運転

普通貨物⾞

⾄庄内町吉岡

⾄酒⽥市広野

⾄庄内町落合

⾄庄内町⾼⽥⻨

庄内町内
県道

事例１：交差点で出会い頭に衝突
　平成 30年５月３日午前６時 50分頃、79歳男
性運転の軽貨物車（シートベルト非着用）が、普
通貨物車（42歳男性運転）と田んぼの中の交差
点で衝突し、軽貨物運転者が死亡。

事例２：横断歩行者と衝突
　平成 29年 10月 10日午後８時 00分頃、67
歳女性運転の乗用車が右から左に横断中の 94歳
男性歩行者をはね、歩行者が死亡。

事例３：対向車線進出し正面衝突
　平成 29年 11月 27日午後３時 10分頃、76
歳女性運転の軽乗用車が対向車線にはみ出し、対
向の準中型貨物車（25歳男性運転）と衝突、軽
乗用運転者が死亡。

事例４：単独走行中橋欄干に衝突
　平成 29年 10月 26日午後３時 40分頃、71
歳男性運転の軽貨物車が橋欄干に衝突し、同乗の
68歳女性が死亡。

歩⾏者

乗⽤⾞
67歳⼥性運転 ⾄鶴岡市末広町

⾄鶴岡市⼭王町

⾄庄内町吉岡

鶴岡市内
県道

       

突、軽乗⽤運転者が死亡。

軽乗⽤⾞
76歳⼥性運転

準中型貨物⾞

⾄上⼭市川⼝

⾄上⼭市河崎

上⼭市内
国道458号 橋欄⼲

軽貨物⾞
71歳男性運転

⾄尾花沢市銀⼭新畑

⾄尾花沢市
下柳渡⼾

準中型貨物⾞

尾花沢市内
  県道

交通安全は家庭から！
「今日の運転だいじょうぶ…？」
●前をよく見て　運転集中！
●交差点では　しっかり止まって　はっきり確認！

ハンドルを
握る

その前に…

山形県警察本部からのお知らせ
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●事業の目的
　心の豊かさと国際感覚を養うとともに、明確
　な自己表現力を培い、国際社会に適応する能
　力や資質の向上を図り国際性豊かな人材を育
　成する。
●場所　オーストラリア（ケアンズ）
●内容
　ホームステイ、体験・交流学習や施設見学を
　行います。また、海外留学前の事前研修会、
　海外留学後の報告会を予定しています。
●留学期間　11月５日（月）～ 10日（土）
●対象
　町立白鷹中学校に在籍する中学３年生　８名
　県立荒砥高等学校に在籍する高校生　４名
※引率者男女１名ずつ、添乗員１名を予定。

●費用
　直接研修費は「白鷹人育成基金」を活用し実
　施しますが、国内での食事代やパスポート発
　行などについては、参加者負担となります。

▽ 公費負担：直接研修費（航空券代金、宿泊  
　費、現地交通費、現地食事代、通訳費用、研
　修費用、添乗員同行費用等）

▽参加者負担：直接研修費以外（パスポート発
　行代、ビザ取得代、国内での食事代、旅行保
　険代等）
※申込方法など、詳しくはお問い合わせくださ
　い。

【問い合わせ】
教育委員会学校教育係　☎ 85-6144

平成 30年度  白鷹町青少年国際交流事業の参加者募集

さぁ、新たな世界への扉を開こう
　町では、次代を担う人材の育成を目的とする「白
鷹人育成基金」を活用し、白鷹中学校及び荒砥高校
の生徒に海外で学習する機会を設けています。現地
の学生との交流やホームステイ、世界遺産の見学な
ど、異文化へ挑戦し白鷹町との違いを見つけること
で、自分の世界（考え）を変えてみよう。

募集要項

現地
の学
生と

仲良
くな
ろう
♪

※申込方法など、詳しくはお問い合わせくださ

ホストファミリーも楽しみ
に待っててくれるよ！

さぁ、新たな世界への扉を開こう

教科書展示会を行います

　平成31年度から使用する「特別の教科 道徳」
の教科書の展示会です。

　平成30年度は中学校用教科書の採択を行うこ

ととしており、今回展示するものの中から使用す

る教科書を採択します。

●場所と日時　
①白鷹町立図書館　６月15日（金）～ 28日（木）

　午前９時～午後４時45分（休館日は除く）

②置賜総合支庁西置賜地域振興局５階教育相談室

（教科書センター）６月15日（金）～ 28日（木）

　午前９時～午後４時45分（土日は除く）

【問い合わせ】教育委員会学校教育係  ☎85-6144
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　「食育」というと、「なんだか難しそうでよくわか
らない」という声が聞こえてきます。今回は「弁当
の日」の普及活動にがんばる、大分県佐伯市の柴田
真佑氏と、朝日町でユニークな地域づくりを行って
いる桃色ウサヒの中の人である佐藤恒平氏をお招き
し、立場の違うお二人に「食育」についてわかりや
すく、楽しくおおいに語っていただくトークバトル
を企画しました。名付けて「食育プロレス」！
　お二人の激論を楽しみながら、一緒に「食育」に
ついて考えてみましょう！
●いつ　６月 28日（木）
　午後６時 30分開場／７時開演
●どこで　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
●入場料　無料（ただし整理券が必要です）
●整理券取扱　白鷹町教育委員会、中央公民館、各
　地区コミュニティーセンター、白鷹町文化交流セ
　ンター　あゆーむ
【問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係　☎ 85-6146

うか、 われるか！
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ントニオ・ウサヒ

タイガージェット・シバタ・シン
VS

（佐藤恒平・朝日町所属）

（柴田真佑・大分県佐伯市所属）

しょくいく

きなものを食べて、

何が悪い！展開する

壮絶なトークバトル！

キミは時代の目撃者！

入場無料

整理券が必要です。

暴飲、

 暴食。

― 白鷹学講座パート１ ―01

平成 30年度  白鷹学講座

柴田真佑氏　講演会

「食べることは生きること」

●いつ　６月 29日（金）
　午後６時 40分開場／７時開演
●どこで　東根小学校体育館
●入場料　無料（整理券不要。どなた
　でもご覧いただけます。
【問い合わせ】東根小学校　☎ 85-2250

《講師》

柴田 真佑　氏
大分県佐伯市役所　まちづくり推進課

　子どもが作る「弁当の日」を広める
ために活動。数々の実例を交えた講演
は、わかりやすく楽しくそして感動
的！お子さんをお持ちの方に
今すぐ役立つお話です。

― 東根小学校 PTA 共催事業 ―02
　一昨年の白鷹学講座での上映を皮切りに県内
各地で上映され、好評を博している「いただき
ます」をアンコール上映します。さらに上映後、
プロデューサーの安武信吾さんと娘「はなちゃ
ん」に映画の話題など、語っていただきます。
●いつ　７月 22日（日）
　午後１時 30分開場／２時開始
●どこで　白鷹町産業センター
　　　　　（パワーセンター白鷹）　
●入場料　1,000 円
　　　　　（前売・当日券共通）
※チケットは、６月 20日（水）
　から販売開始。なお、数に限りがあります。
●チケット取扱　白鷹町教育委員会、中央公民
　館、各地区コミュニティーセンター、白鷹町
　文化交流センター　あゆーむ
【問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係    ☎ 85-6146

映画「いただきます / GIFT」上映会
はなちゃんとパパのシネマトーク
「その後のはなちゃんのみそ汁」

― 白鷹学講座パート２ ―03
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の
～
ん
び
り
！
い
き
い
き
！

　

  

の
ど
か
村
ま
つ
り

　
●
い
つ　

６
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
ど
こ
で　

の
ど
か
村
（
深
山
）

●
内
容　

青
竹
流
し
ソ
ー
メ
ン
（
大

人
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
、

幼
児
無
料
／
時
間
入
替
制
）、
山
大

生
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
（
科
学
実
験

に
挑
戦
し
よ
う
）、
さ
く
ら
ん
ぼ
の

種
飛
ば
し
大
会
（
賞
品
あ
り
）、
工

芸
体
験
（
陶
芸
、
和
紙
漉
き
、
和
紙

人
形
制
作
※
い
ず
れ
も
有
料
）、
そ

ば
券
や
工
芸
品
が
当
た
る
会
場
内
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
。

　

お
馴
染
み
の
手
打
ち
そ
ば
、
売
店

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１

　

第
７
回
「
夏
越
の
謡
い
会
」
の

　

ご
案
内

　

恒
例
の
夏
越
の
謡
い
会
を
催
し

ま
す
。
曲
目
は
「
水
無
月
祓
」（
連

吟
）、「
仏
原
」（
素
謡
）、「
吉
野
天
人
」、

「
鞍
馬
天
狗
」（
独
吟
）
な
ど
の
ほ

か
に
、
今
回
は
「
平
家
物
語
」
の
中

か
ら
、
日
本
舞
踊
と
謡
曲
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
挑
戦
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

６
月
24
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

観
世
流
英
会　

渋
谷　

☎
85

－

０
３
２
０

　
　

四
季
の
郷
駅

七
夕
飾
り
祭
り
の
ご
案
内

　

四
季
の
郷
駅
に
企
業
・
団
体
の
ご

協
力
に
よ
り
七
夕
を
飾
り
、
感
謝
祭

を
開
催
し
ま
す
。

●
い
つ　

７
月
７
日
（
土
）

　

午
後
４
時
～

●
ど
こ
で　

四
季
の
郷
駅
前

●
内
容　

カ
ラ
オ
ケ
大
会（
要
申
込
）

※
参
加
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

売
店
、
振
る
舞
い
の
豚

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

い
き
い
き
深
山
郷
の
ど
か
村　

☎
85

－

０
３
８
０

　

  

平
成
30
年
夏
巡
業　

大
相
撲

　
  

南
陽
場
所
の
ご
案
内　

　

横
綱
・
大
関
を
は
じ
め
、
幕
内
、

十
両
ほ
か
全
力
士
、
行
司
、
呼
出
し
、

総
勢
２
８
０
名
が
参
加
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
白
鷹
山
を
応
援
し
ま
し

ょ
う
。

●
い
つ　

８
月
11
日
（
土
・
祝
）

　

午
前
８
時
開
場
／
打
ち
出
し
（
終

　

了
）
午
後
３
時
予
定

●
ど
こ
で　

南
陽
市
民
体
育
館

●
入
場
料　

６
０
０
０
円
～

●
購
入
方
法　

南
陽
市
商
工
観
光
課

の
窓
口
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。
ま

た
は
、
申
込
書
（
南
陽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）
に
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
メ

ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
書
は
白
鷹
町
商
工
観
光
課
に
も

備
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

大
相
撲
南
陽
場
所
実
行
委
員
会　

☎
０
２
３
８

－

40

－

０
２
５
７

催

し

汁
を
ご
用
意
し
ま
す
。

●
七
夕
飾
り
の
期
間　

７
月
７
日

（
土
）
～
12
日
（
木
）

●
主
催　

四
季
の
郷
駅
で
楽
し
む
会

【
問
い
合
わ
せ
】

四
季
の
郷
駅
で
楽
し
む
会
事
務
局

齋
藤　

☎
85

－

５
４
２
８

　　

第
９
回
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

●
い
つ　

６
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～

●
ど
こ
で　

南
陽
市
夕
鶴
の
里　

語

り
部
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
主
催　

お
き
た
ま
語
り
部
の
会

【
問
い
合
わ
せ
】

南
陽
市
夕
鶴
の
里
（
お
き
た
ま
語
り

部
の
会
事
務
局
）

☎
０
２
３
８

－

47

－

５
８
０
０

　

宮
下
祥
子
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル　

　

第
28
回
ｓ
ｅ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
演
奏
会

●
い
つ　

７
月
１
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
場
／
２
時
30
分
開
演

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む

●
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
前
売
り　

２
５
０
０
円

・
当
日　
　

３
０
０
０
円

・
中
学
生
以
下　
　

無
料

広
告

広
告 働くママ応援！企業

35,000 人

９：00

米沢ヤクルト販売（株） ☎0238-37-2222  担当：須藤美代子
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募

集

　
　  

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
の

　
　  

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●
入
居
対
象
者　

情
報
産
業
を
営
む

個
人
・
法
人
の
方
、
研
究
開
発
や
起

業
、
新
事
業
の
創
出
、
新
分
野
な
ど

●
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
（
１

戸
建
）
１
棟
（
２
階
建
約
70
坪
）

●
使
用
料　

５
万
８
６
２
０
円
／
月

●
募
集
期
間　

６
月
14
日
（
木
）
〜

６
月
末

●
申
込
方
法　

提
出
書
類
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
商
工
観
光

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
方
法
は
郵
送
ま
た
は
持
参
の

み
と
し
ま
す
。

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
細
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

施
設
の
利
用
に
は
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

　

  

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　  

の
ご
案
内

●
講
習
種
別
及
び
日
時

①
給
取　

９
月
４
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

②
一
般　

９
月
５
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
昼
12
時

※
そ
の
他
の
実
施
日
等
は
、
山
形
県

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
ま
た
は
最

寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
山
形
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
会
場　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

●
対
象　

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所

持
し
危
険
物
業
務
に
従
事
す
る
方
は
、

３
年
に
１
度
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
間　

６
月
25
日
（
月
）
〜

７
月
20
日
（
金
）
※
先
着
順

●
申
込
書
提
出
先　

山
形
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

５
７
４
４

※
案
内
及
び
申
込
書
は
、
西
置
賜
行

政
組
合
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各
分

署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課
☎
88

－

１
７
９
７

消
防
署　
　
　
　

☎
88

－

１
２
１
３

消
防
署
白
鷹
分
署
☎
85

－

５
２
４
２

　

  

消
防
設
備
士
試
験
受
験
準
備

　  

講
習
の
お
知
ら
せ

●
講
習
種
別
及
び
日
時

　

甲
、
乙
種
第
１
、４
、６
類

　

７
月
26
日
（
木
）

　５月５日、東京都西東京市の
奥山建設株式会社様（奥山富雄
代表取締役）より、町に 30 万
円の寄附をいただきました。奥
山代表取締役は白鷹町出身であ
り、郷土愛による寄附というこ
とでした。これからのまちづく
りのために有効に使わせていた
だきます。ありがとうございま
した。

奥山建設株式会社　
代表取締役　奥山富雄  様

― 町への寄附に感謝 ―

※
中
学
生
以
下
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。　

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
セ
ン
プ
レ
（
☎
０
２
３
８

－

47

－

５
５
６
０
）、
白
鷹
町
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
（
☎
85

－

９
０
７
１
）

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
セ
ン
プ
レ

☎
０
２
３
８

－

47

－

５
５
６
０

米
沢
養
護
学
校
バ
ザ
ー
の
ご
案
内

米
沢
養
護
学
校
中
学
部
わ
い
わ
い
バ
ザ

●
い
つ　

７
月
４
日
（
水
）・
５
日

（
木
）

●
会
場
・
時
間

・
米
沢
市
役
所
…
午
前
９
時
50
分
〜

　

11
時
10
分

・
道
の
駅
米
沢
…
午
前
10
時
〜
11
時

　

15
分

●
内
容　

紙
製
品
（
封
筒
な
ど
）、

ク
ラ
フ
ト
製
品
（
脱
臭
剤
な
ど
）、

木
工
製
品
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）、
布
製

品
（
マ
ル
チ
ケ
ー
ス
な
ど
）

米
養
高
等
部
バ
ザ
　

夏

●
い
つ　

７
月
10
日
（
火
）・
11
日

（
水
）・
12
日
（
木
）

●
会
場
・
時
間

・
米
沢
市
役
所
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ

　

ー
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
内
容　

陶
器
（
茶
碗
、
皿
、
湯
飲

み
等
）、
木
工
製
品
（
ベ
ン
チ
）、

布
製
品
（
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
巾
着

等
）、
は
ち
み
つ
ハ
ー
ブ
石
け
ん
、

よ
ね
よ
う
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
等

【
問
い
合
わ
せ
】

県
立
米
沢
養
護
学
校　

鈴
木
・
神
田

☎
０
２
３
８

－
38

－

６
１
０
１

広
告

看護師・准看護師・薬剤師・作業療法⼠・精神保健福祉⼠ 募集

川記念病院
4⽉より 2名の医師が⼊職され、診療体制が充実しました。
診察(新患も可)をご希望の⽅は、随時お受けいたします。

〒993-0075 ⻑井市成⽥ 1888-1

医 療 法 ⼈ 杏 ⼭ 会

⾼橋 和明 先⽣（精神科/精神保健指定医）
外来：⽔・⽊曜⽇（午前）

993-0075 ⻑井市成⽥ 1888-1

0238-87-8000
⽊村 好珠 先⽣（精神科）
外来：⽊曜⽇（午前・レディース外来）
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お

し

ら

せ

信
し
た
い
と
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
べ
に
た
か
る
た
」
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
の
各
小
学
校
の
全
児

童
を
中
心
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
か

る
た
に
使
用
す
る
「
読
み
札
」
を
公

募
し
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
作
品
の

中
か
ら
巨
大
か
る
た
を
作
成
し
、
１

〜
２
月
頃
に
「
雪
上
か
る
た
大
会
」

を
開
催
予
定
で
す
。

　

「
べ
に
た
か
る
た
」
に
係
る
進
捗

状
況
等
は
随
時
、
商
工
会
青
年
部
の

「
広
報
べ
に
た
か
」
や
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
等
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
商
工
会
（
青
年
部
担
当　

四

釜
）
☎
85

－

０
０
５
５

●
会
場　

山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ

●
申
込
期
間　

６
月
21
日
（
木
）
〜

７
月
10
日
（
火
）

※
申
込
用
紙
は
、
一
般
社
団
法
人

山
形
県
消
防
設
備
協
会
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ
（http://w

w
w
3.ic-net.

or.jp/~ym
syoho/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

一
般
社
団
法
人
山
形
県
消
防
設
備
協

会
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

８
４
７
７

　
山
形
県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

　
（
警
察
官
Ａ
区
分
）

●
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
む
。

短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、

ま
た
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
。

●
受
付
期
限　

６
月
18
日
（
月
）

●
第
１
次
試
験
日　

７
月
８
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　
　

県
警
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

　
　
お
知
ら
せ

●
い
つ　

６
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
45
分

●
ど
こ
で　

山
形
県
警
察
学
校

●
申
込
方
法　

県
警
採
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

０
８
７
１
）

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
請

※
事
前
申
込
を
受
付
中
で
す
。 

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

や
ま
な
み
学
園
で
は
、
入
所
児
童

の
療
育
支
援
を
行
う
保
育
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
勤
務
先　

山
形
県
立
や
ま
な
み
学

園
（
長
井
市
今
泉
１
８
１
２
）

●
資
格　

保
育
士
資
格
必
須

●
勤
務
形
態　

三
交
替
勤
務
（
夜
勤

あ
り
）

●
雇
用
期
間　

平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
立
や
ま
な
み
学
園

☎
88

－

９
３
１
１

　
商
工
会
青
年
部
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
か
る
た
」
作
成
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、
商
工
会
青
年
部
は
町

民
の
皆
さ
ん
へ
白
鷹
町
の
魅
力
を
発

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
意
欲

が
わ
い
て
こ
な
い
…
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
の
不
調
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
を

抱
え
る
方
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

こ
こ
ろ
の
専
門
職
で
あ
る
臨
床
心
理

士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
話
を
し
て
気
持
ち
が

楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

7
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
ま
た
は
10
時
30

　

分
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

６月23日～ 29日は
「男女共同参画週間」です
　国では、「男女共同参画社会基本法」の
公布・施行日である平成 11 年 6月 23 日
を踏まえ、毎年 6月 23 日から 29 日まで
の 1週間を「男女共同参画週間」として
います。
　また、町でも、平成 28年 3月に第 2次
白鷹町男女共同参画計画を策定しました。
町民一人ひとりが将来にわたり安心して子
どもを生み育てられる環境づくりを進め、
男（ひと）と女（ひと）とが互いに支え合
い輝けるまちを実現していくため、私たち
のまわりの男女のパートナーシップについ
て、この機会に考えてみませんか？なお、
第 2次白鷹町男女共同参画計画や男女共
同参画特集記事「イクメンへパパインタ
ビュー」は町ホームページへ掲載していま
すので、ぜひご覧ください。

【問い合わせ】
企画政策課企画調整係　
☎ 85-6123

こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
！

※
家
庭
訪
問
で
も
対
応
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

7
月
17
日
（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

　

　
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い

　
　
ふ
る
さ
と
運
動

　

今
年
も
７
月
１
日
（
日
）
に
き
れ

い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動

が
県
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地

区
で
計
画
さ
れ
る
活
動
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、各
区
長
・
町
内
長
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

平成 30年度キャッチフレーズ
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６月・７月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所
を開催しています。お気軽においでください。
「いきいき百歳体操と茶話会」

●日　程　６月 22日（金）・７月６日（金）・
　13日（金）・20日（金）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円
「いきいき百歳体操と茶話会と会食会」

●日　程　６月 29 日（金）・７月 27 日（金・
　子どもと一緒に会食会）
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　500 円（食事代含む）
「趣味活動・茶話会」

●日　程　６月 19 日（火）・26 日（火）・７月
　３日（火・お口の体操）・10 日（火・どっ
　こいしょ体操とお口の体操）・24 日（火・
　どっこいしょ体操と日本昔ばなし）・31 日
　（火・どっこいしょ体操とお口の体操）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円
［特別企画］「笑いヨガ」

●日　程　７月 17日（火）
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　500 円
※時間はいずれも午前 10時～昼 12時

【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

６月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みなが
ら参加者同士で認知症や介護、介護予防、健
康づくり等について情報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　６月27日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

建
設
水
道
課
管
理
係 

☎
85

－

６
１
４
０

　
元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

　　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

軽
ス
ポ

ツ

●
い
つ　

７
月
14
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

●
内
容　

ワ
ナ
ゲ
、
ペ
タ
ン
ク

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

ニ
コ
ニ
コ
ウ

キ
ン
グ

●
い
つ　

７
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

●
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

前●
コ
ー
ス　

上
山　

楢
下
宿
コ
ー
ス

（
５
㌔
コ
ー
ス
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
軽
食
、
雨
具

等【
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　  

ナ
ウ
エ
ル
お
仕
事
相
談
会
の

　  

ご
案
内

　

参
加
費
無
料
、
履
歴
書
不
要
で
す

の
で
、
ど
し
ど
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

６
月
25
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
３
時
／
６
時
～
７
時

●
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
パ
リ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
リ
ゾ
ー
ト

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

株
式
会
社
ナ
ウ
エ
ル
「
楽
ら
く
事
務

局
」
☎
０
２
３
８

－

22

－
１
２
４
６

　
第
１
回
置
賜
み
ん
な
一
緒
に

　
森
林
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

●
い
つ　

７
月
11
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
昼
12
時

●
ど
こ
で　

姫
城
公
民
館
・
羽
黒
の

森
（
山
口
）

●
内
容　

「
障
が
い
者
森
林
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
と
「
障
が

い
者
森
林
案
内
体
験
」
を
行
い
、
障

が
い
の
あ
る
方
と
一
緒
に
羽
黒
の
森

の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
ま
す
。
森

林
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ

る
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
参
加
を

募
集
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
総
合
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課　

地
域
福
祉
担
当　
　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
２
８
　

    

県
内
で
還
付
金
詐
欺
の
不
振
電
話

    

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す

《
ど
ん
な
手
口
？
》

　

犯
人
は
①
電
話
で
町
役
場
職
員
等

を
名
乗
り
、「
還
付
金
が
あ
る
」
と
切

り
出
し
ま
す
。
②
「
還
付
金
は
金
融

機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
取
引

銀
行
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
等
と
尋

ね
て
き
ま
す
。
③
「
手
続
き
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
」、「
携
帯
電

話
を
持
っ
て
、
○
○
ス
ー
パ
ー
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
具
体

的
な
場
所
を
指
定
し
て
、
言
葉
巧
み

に
無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
ま
す
。

　

「
還
付
金
＋
Ａ
Ｔ
Ｍ
＋
携
帯
電
話
」

の
文
言
が
出
れ
ば
還
付
金
詐
欺
で
す
。

「
還
付
金
が
あ
る
」
な
ど
の
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
、
町
役
場
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

長
井
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
84

－

０
１
１
０
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●すくすく発達相談会

　お子さんの発達や言葉に関する悩みや不安について、

臨床心理士が相談をお受けします。

会場：健康福祉センター

※事前に申し込みが必要です。健康福祉課健康推進係

（☎86-0210）までお問い合わせください。

期日 時間 対象

27日
（金）

午後１時～４時の間で
一人１時間程度

幼児から小学生程度の
児童とその保護者

●保育園・こども園開放日

　毎週水曜日に全保育園・こども園を開放しています。

詳しくはお問い合わせください。

時間：午前９時30分～ 11時

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●乳幼児健診

会場：健康福祉センター

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、交換用オムツ、

問診票

※対象の方へは郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人

　にうつる可能性のある病気（みずぼうそう、インフ

　ルエンザ、突発性発疹、とびひなど）にかかったり

　したときは事前に電話などでご連絡ください。

期日 健診 受付時間 対象児

４日
（水）

３カ月児 午後１時
　～１時 15分

平成 30年２月11日
～３月 20日生まれ

９カ月児 午後１時 15分
　～１時 30分

平成 29年８月11日
～９月 20日生まれ

11日
（水）

１ 歳 ６
カ 月 児

午後１時
　～１時 20分

平成 28年 10 月
～ 11月生まれ

 ７月 の子育てページ

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

［７月の予定］

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

期日 時間 イベント

３日（火）
午前 10時 15分～ 11時 赤ちゃん広場身体測定
午前 10時～昼 12時 育児相談日（要予約）

５日（木）午前 10時 15分～ 11時 すこやか広場身体測定

12日（木）午前 10時～ おばあちゃんのお茶会
（要予約・会費 200円）

19日（木）午前 10時 30分～
ベビータッチング・マ
マストレッチ
（要予約・先着 10組）

26日（木）午前 11時 15分～ 誕生会

31日（火）午前９時 45分～ 制作活動

つぶ
やき

さく
らの
保育
園

「おとな？」

２歳児がままごとをしているときの会話

Ｋ男「Ｋくんのパパ、ビールのむんだよ。

      Ａせんせいはビールのむ？」

保育士Ａ「うん、のむよ。おとなだからね。」

Ｋ男「じゃあ、Ｂせんせいは？ビールのめるの？」

保育士Ｂ「ざんねん、私はビールのめないの。」

Ｋ男しばらく考えてから

Ｋ男「やっぱりＢせんせい、おとなじゃないんだね！」

保育士Ｂ「えー、わたしおとなじゃない？」

Ｋ男「うん　そうだね。」

●離乳食教室

会場：健康福祉センター

内容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談

参加費：200円（調理実習費）

持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具

保育：お子さんと一緒に参加できます。希望される方

は、申し込み時にご予約ください。

申込締切：７月18日（水）［電話予約］

期日 時間 対象

25日
（水）

午前 10時
　　～ 11時 30分 離乳食を学びたい方

●マタニティクラス（両親・祖父母学級／後期）

会場：健康福祉センター

内容：お産の経過、あかちゃんのお風呂の入れ方、あ

かちゃんの栄養、子育てと家族の役割

持ち物：母子健康手帳、前期の資料（前期に参加され

た方）、筆記用具

申込締切：７月17日（火）［電話予約］

期日 時間 対象

20日
（金）

午後１時 30分
　　　　～４時

平成 30年８月～ 11月に
出産予定の方とそのご家族
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●婦人科検診

期日 受付時間 場所 対象地区

２日（月）
午後１時～ 南陽検診センター

十王，鷹山

31日（火） 鷹山

※会場までバスでの送迎があります。（午後 12時 20
　分健康福祉センター発）

●らくらくスマイル教室

［昼の部］

日時：３日（火）・17日（火）午後１時30分～３時
内容：リズムに合わせて軽体操、ちびボールストレッ

　　　チ　ほか

［夜の部］

日時：11日（水）・25日（水）午後７時～８時30分
内容：ボール体操 ( 筋トレ、ストレッチ）、肩こり改

　　　善エクササイズ　ほか　

●献血のお知らせ

期日 時間 場所

13日
（金）

午前９時30分～11時30分 ㈱ニクニ白鷹

午後１時30分～３時30分 ㈱アーレスティ山形

●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談
日時：４日（水）午後２時～４時
場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。
問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時
会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）
問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：25日（水）午後３時～
受付締切日：10日（火）
問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談
小児救急（15歳未満）：
プッシュ回線・携帯電話＃8000、ダイヤル回線・IP
電話・PHS023-633-0299
大人の救急（15歳以上）：
プッシュ回線・携帯電話＃8500、ダイヤル回線・IP
電話・PHS023-633-0799
日時：毎日午後７時～ 10時

 ７月 の窓口延長・相談日・開催日

 ７月 の健康カレンダー

●同日検診

特定・健康診査・肺がん・胃がん・大腸がん・前立腺

がん・肝炎ウイルス検診

注意 :

①特定健診（40 ～ 74歳の国保被保険者の方）・後期
　高齢者健診は、医療保険証を持参してください。

②健康診査（19 ～ 39歳の方）は、保険証などがなく
　ても受診できます。

③肝炎ウイルス検診は、40歳以上で今まで受けたこ
　とのない方が対象です。肝炎ウイルス検診受診券（無

　料券）をお持ちの方は、保険証と一緒に持参してく

　ださい。

期日 受付時間 場所 対象地区

９日
（月）

午前７時30分
　　　 ～９時

健康福祉センター
（女性の日）

蚕桑地区の
女性

25日
（水）

ハーモニープラザ

鮎貝
１，９～ 12

26日
（木）

鮎貝
２～８

27日
（金）

鮎貝13，14，15
高岡，深山

●人間ドック受診者（４～５月）健診結果説明会

日時：19日（木）午後１時30分～（１時～受付）
場所：健康福祉センター

※申込不要。健診結果の見方やよりよい生活習慣のポ
　イントについてお話します。血圧測定、健康相談も

　行います。健診結果をお持ちになり、ぜひご参加く

　ださい。

※同日検診、婦人科検診のご案内は、検診日の約

　１カ月前に郵送します。
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開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

７月までの休館日
6/11（月）・18（月）・25（月）
7/2（月）・9（月）・17（火）・23（月）・30（月）

●  

中
井
精
也
鉄
道
写
真
展

● 
日
展
入
選
20
回
記
念

▼
い
　
つ
　
7
月
25
日（
水
）〜
　

　
9
月
2
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
５
０
０
円

　
大
学
生
・
高
校
生 

２
０
０
円

　
中
学
生
以
下 

無
料

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　「
中
井
精
也
の
て
つ
旅
」（
N
H
K 

B
S
プ
レ
ミ
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ム
）、「
ひ
る
ま
え

ほ
っ
と
、
て
く
て
く
散
歩
」（
N
H
K

総
合
）
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は
じ
め
、
テ
レ
ビ
で
も

お
な
じ
み
の
鉄
道
写
真
家
中
井
精

也
さ
ん
の
写
真
展
。
鉄
道
の
車
両

だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
鉄
道
に
関

わ
る
全
て
の
も
の
を
独
自
の
視
点

で
撮
影
し
、「
1
日
１
鉄
！
」
や

「
ゆ
る
鉄
」
な
ど
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
本
展
覧
会

▼
い
　
つ
　
7
月
4
日（
水
）〜
　

　
7
月
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日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
観
覧
料
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料

▼
主
　
催
　
青
木
邦
明
金
属
造
型

　
展
実
行
委
員
会

▼
共
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
　
青
木
邦
明

☎
０
８
０
（
５
７
４
８
）
３
０
０
１

　
金
属
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可
能
性
を
美
の
領
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ま

で
昇
華
し
た
作
者
の
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故
郷
白
鷹
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催
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る
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ぶ
り
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個
展
。

日
展
入
選
作
品
の
ほ
か
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作
者
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新
境
地
を
示
す
新
作
の
数
々
を
紹

介
。
作
家
と
し
て
日
展
入
選
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回
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数
え
る
の
は
、
白
鷹
町
で
初
め

て
の
快
挙
！

《
パ
ス
ポ
ー
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用
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月
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日
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〜
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だ
し
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約
不
要
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館
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非
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RO KU 会長 岡田 明
( )

tel.87-8988  
E-mail   rokku@sgic.jp

◎
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門
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講
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陣

加
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容

一
新
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館
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※
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各
教
室

初
回
無
料

す
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今野さつ子（82） 針生

大内　文雄（62） 荒砥乙

田中　きよ（93） 鮎貝

中川　兵榮（90） 山口

竹田きよゑ（79） 荒砥乙

小形貴久子（90） 畔藤

新野　コウ（90） 広野

土屋　謙一（87） 箕和田

髙橋さき子（98） 荒砥乙

岩崎みよ子（69） 荒砥乙

表紙の写真

▼「移住・定住」というと、どちらかと言えば町外の

人に向けた話だと思われがちですが、白鷹町に移住し

定住したいという人の思いと、その人たちを受け入れ

る町民の皆さんの思いがつながることで、白鷹町はも

っともっと魅力的なまちになります。町のことを一番

よく知る町民の皆さんにこそ、「移住・定住」に興味を

持ち、目を向けていただければうれしいです。

▼この時期になると、早朝や夜にどこからともなく聞

こえてくる「集まれ！」という掛け声。町内各所で町

の消防団員による操法大会に向けた練習が毎日のよう

に行われています。真剣な表情で一つひとつの動きを

確認し、必死になって走るその光景は、まさに大人の

部活。実は私も今、出場団員として先輩団員の皆さん

から熱い指導を受けている途中です。まだまだ未熟な

操作員ですが、来月号の紙面に良い結果が収められる

よう、引き続き体に鞭を打ちながらがんばりたいと思

います。（てづか）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 ５月１日～ 31日届出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●おくやみ●こんにちは赤ちゃん

金田　惺
せ ら

愛 幸浩 高玉真菜美

高谷　倫
と も か

禾 圭祐 横田尻和奏

佐藤　　匠
たくみ 聡 畔藤涼子

大瀧　莉
り の

乃 大輝 山口麻里

（　　　）
（　　　）
（　　　）

●まちの人口

　（平成 30 年５月 31 日現在／（　）は前月比）

 ・人口　13,893 人（▲ 24）

　    　　 　　  男性　6,835 人（▲５）

 　  　　　　　 女性　7,058 人（▲ 19）

 ・世帯数　4,710 戸（▲４）

　 小谷部　淳　横田尻

　 鈴木　琴美　長井市

　 黒津　裕晴　福島県

　 福田　　栞　荒砥乙

　 石黒　耕太　荒砥甲

　 田中優香里　戸沢村

　 橋本　　亮　菖蒲

　 小池　夕佳　山形市

♥

●ご結婚おめでとう

♥

♥

♥

打田　靜子（74） 鮎貝

羽田八重子（96） 深山

金田　髙男（81） 高玉

渡部　きよ（94） 箕和田

藤田　満江（78） 荒砥乙

片山しづゑ（93） 高玉

岡田　武雄（89） 浅立

新野とも子（84） 広野

平井　民彌（81） 畔藤

菅原　はる（92） 畔藤

（　　　）
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。
～町内企業でがんばる若者たち～

丸ト建設株式会社

佐久間 達也さん（荒砥乙・32歳）

  企業データ

■丸ト建設株式会社

（白鷹町大字鮎貝 54）
【事業内容】建築設計施工、一般土木施工、製材業

【従業員数】24人
【問い合わせ】

☎ 85-2515

　生まれは福島ですが、長井市にある大学校に在学
中、当社に技能五輪の世界大会に出場した方がいる
とお聞きし、入社を決めました。大工として、木造
住宅をはじめ、消防署白鷹分署や子育て支援センタ
ーといった町の公共施設の建築も行なっています。
形に残るものをつくる仕事なので、自分が手がけた
建物を見ると誇らしい気持ちになります。
　職場に関しては社員のスキルアップにも積極的
で、私自身も入社後に技能五輪
で入賞を果たすことができま
した。のびのびと働けるとこ
ろも当社の特色です。入社して
13年目になるので、頼りに
される大工を目指し、今
後は後輩の育成にも力
を入れていきたいです。

 

妻
と
二
人
の
子
ど
も
に
囲
ま
れ
て 

 

白
鷹
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
ま
す
！

株式会社アーレスティ山形

安部 寛貴さん（荒砥乙・24歳）

  企業データ

■株式会社アーレスティ山形

（白鷹町大字荒砥乙 65）
【事業内容】アルミダイカスト及び機械加工全般（表

面処理、塗装含む）

【従業員数】251人
【問い合わせ】

☎ 85-5233

　将来は必ず地元に就職しようと考えていて、高校
時代にさまざまな企業を訪問したりしました。そし
て、中でも特に印象に残った当社に入社し、今年で
６年目になります。現在は三次元測定機という機械
を使った製品検査を担当しています。一つの小さな
ミスが大きな損害になるので、常に冷静な判断で検
査するよう心掛けています。まだまだわからないこ
とや慣れないこともありますが、グループで協力で

きる体制が整っているので、安
心して仕事ができています。
　今後は一つひとつの仕事のレ
ベルを高めて、技術力の高い作
　業者になりたいです。そして、
　　　生まれ育った白鷹町に貢
　　　献できるように努力して
　　　いきたいと思います。

 

休
日
を
利
用
し
て
、
妻
と
一
緒
に

 

旅
行
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
！
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